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N-93。 O大野 (上大野町)

N-93・ N秋鹿 (大垣町)
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N-9牛 N秋鹿 (岡 本町)
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N-95。 N秋鹿 (大垣町)
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N-96・ N秋鹿 (大垣町)
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N-97・ N秋鹿 (大垣町)
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N-99。 N秋鹿 (秋鹿町)
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N-100・ 0大野 (魚瀬町)
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N-102・ 0大野 (魚瀬町、上大野町)
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N-103・ 0大野 (大野町)
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N-104。 O大野 (上大野町、大野町)
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N-105。 O大野 (大野町)
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N-106・ 0大野 (上大野町、大野町)
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N-107・ 0大野 (大野町)

Z′ 0



N… 108。 O大野 (大野町、大垣町)
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S-1・ A竹矢 (八幡町)



S-2・ A竹矢 (富士見町)
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S-3・ A竹矢 (人幡町)
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S―牛A竹矢 (人幡町)
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S-5。 A竹矢 (矢田町、竹矢町、朝酌町)
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S-6・ A竹矢 (馬潟町、福富町)
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Sエア・A竹矢 (竹矢町)



S-8・ A竹矢 (馬潟町、竹矢町、人幡町)

”
牙

ヤ↓Ａム、ヽ‐、　、、唯・′′′「

会
・訳

二
頓



S-9。 E津田 (東津田町)

S-9・ G朝酌 (西尾町)
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S-10。 A竹矢 (竹矢町)
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S-1卜 E西津田 (西津田町、東津田町、古志原町)
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S-12・ E津田 (束津田町)

Ⅲ―＼
＼

＼
＼
＼    |ゝ

ゞ
判―

イタタ,テト
rフ  →

＼

＼

Z23



S工 13。 S古志原 (古志原町、大庭町、山代町)



S-14・ S大庭 (山代町)

S-14・ A竹矢 (矢田町)



S-15。 B大庭 (大庭町、大車町)



S-16・ B大庭 (大庭町、大車町)
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S-19。 E
S-19・ D

西津田 (西津田町)

乃木 (上乃木町)



S-20。 E津田 (西津田町)



S-2卜 D乃木 (上乃木町、浜乃木町)
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S-22・ F古志原
(上乃木町、人雲台、古志原町、大庭町)



S-23・ D
S-23・ B

乃木 (乃 白町)

大庭 (大庭町、佐草町)



S-24・ B大庭 (佐草町)
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S-25・ B大庭 (佐車町)



S-26・ B大庭 (佐車町)



S-27・ B大庭 (佐草町)



S-28・ P旧市街



S-29・ D乃木 (乃木福富町)
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S-30・ D乃木 (浜乃木町、乃白町、乃木福富町)



S-3卜 D乃木 (乃 白町)
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S-32・ D乃木 (乃 白町)

S-32・ C忌部 (西忌部町、東忌部町)
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S-33・ C思【者5(西忌部町、東忌部町)
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S-34・ C忌部 (束忌部町)



S-35。 C忌部 (東忌部町)
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S-36。 C忌部 (束忌部町)

Ｖ
Ｖ
伴
＼



S-37・ C忌部 (東忌部町)



S-38。 C忌部 (束忌部町)
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S-39。 C忌部 (東忌部町)
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S-41° C忌部 (西忌部町)
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S-42・ C忌部 (西忌部町)



S-43・ C忌部 (西忌部町)
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S-44・ C忌部 (西忌部町、東忌部町)
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S-45。 C忌部 (西忌部町)
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S-46。 C (西忌部町、東忌部町)
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S-47・ C忌部 (西忌部町)



S-48。 C忌部 (西忌部町、東忌部町)



S-49。 C'歌音5(7耳〕融音躊円丁)



S-50・ C忌部 (西忌部町)

=6′





え跡―1埋蔵文化財所在地名■覧表工・・・・165

埋蔵文化財色蔵地の取扱いにつセて ………179

関 ■1係 ■ 1文
―――献  目 録・・・…189

松
―
江・の・ 歴―え 年

1表 ……191

松 1 江  市■ の1歴  史・……192

指 定 文 化 財 概 略 す 覧 表…・・・199





地 区 別 遺 跡 数 一 覧 表

平 年 2月

ポ
A B C D E F G H I 」 K L M N O P

合

計

竹

矢

大

庭

忌

部

乃

木

津

田

古
　
士
心
　
原

朝

酌

本

庄

持

田 津

法 生

馬

古

江

秋

鹿

大

野

旧
　
市
　
内

散  布  地 31(1) 10(1) 26(6) 14(1) 2 塞 3(12)

墳 墓 。墳 墓群 0 l 0 0 0 0 0 0 0 0

古 ・ 古墳群 19(1) 24(1) 14(6) 15(3) 20(3) 34(1) 31(2) 42(4) 23(1) 24 337(29)

前方後円墳 5 l l 0 1 4 1 l 0 2 0

前方後方墳 4 7 0 2 1 4 1 0 と 2 tXl(1)

方 墳 24(5) 98 0 26(19) 17 2 16(3) 56(2) 47律) 51(2) 8(6) 47(1) 470(42)

円 墳 2 ] 4 0 0 12(7) 5 4 0 96(11)

そ の 他 0 14(1) 20 14(1) l 2 15(2) 2 92(11)

横穴・ 横 穴群 2 1 3 12(5) 4 l 66(17)

横 穴 数 51(13) 61(5) 4 13(2) 61(25) 15(7) l 274(64)

古墓・ 古墓群 4 1 2 2 l 0 0 3 0 1 4 ユ 27(1)

窯跡・ 窯跡 群 ユ 0 1 0 0 20(1) ユ 2 0 1 0 0 0 26(1)

官  行  跡 l 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

寺  院  跡 l ユ 0 0 0 2 2 l 0 1 0 1 1 0

玉 作 跡 l l 2 0 0 0 0 0 0 0 0

城 跡 0 1 0 0 3 2 0 4 3 3 2 2 27(1)

館 跡 0 0 0 0 1 0 0 0 0 l 0

住  居  跡 2 2 0 0 0 0 0 0 0 l 0

そ の 他 3 1 0 l 0 0 3 3 2 2 2 22(1)

遺 跡 数 合 計 63(4) 76(5) 38(1) 40(9) 31(6) 73(11) 68(1) 66(4) 68(6) 55(6) 28(3) 81(2) 39 50(1) 787(68)

遺跡総数合計 126(211) 223① ) 40(1) 75(22) 4(10) 7(3) 110(19) 132(2) 102(7) 1∞ (9) 113(26) 411(16) 103(3) 61(2) 80(2) 1,362(151)

*()内数字は消滅した遺跡

′65



史跡・埋蔵文化財所在地名一覧表

AB竹矢

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 遺 構 。 遺 物 献文

A001

A002

A003

A004

A005

A006

A007

A008

A009

A010

AO■

A012

A013

則 14

A015

A016

A017

A018

A019

A020

A021

A022

A023

A024

A025

A026

A027

A028

A029

則 30

A031

A032

A033

A034

A035

A036

A037

A038

A039

A040

A041

A042

A043

A044

A045

A046

A047

A048

A049

A050

A051

A052

A053

A054

A055

A056

A057

A058

A059

A060

A061

A062

A063

S-8

S-7

S-5

S-5

S-5

S-8

S-8

S-8

S-8

S-7

S-7

S-7

S-8

S-14

S-7

S-8

S-8

S-8

S-3

S-8

S-7

S-6

S-8

S-6

S-6

S-8

S-8

S-8

S-6

S-1

S-8

S-8

S-8

S-8

S-8

S-3

S-8

S-8

S-8

S14
S-8

S-7

S-14

S-7

S-8

S-5

S-8

S-7

S-6

S-7

S-8

S-8

S-7

S-7

S-8

S-8

S-6

S-7

S-7

S-7

S-7

S-7

墳古

散
亨
地

|

古 墳 群

窯  跡

玉 作 跡

官 衡 跡

寺 院 跡

散 布 地

古 墳 群

散 布 地

墳 墓 群

古  墳

古 墳 群

横 穴 群

横  穴

横 穴 群

古 墓 群

古  墓

古 墓 群

散 布 地

墳  墓

古 墳 群

散 布 地

古  道

古 墳 群

散 布 地

古  墳

住 居 跡

墳 墓 群

水 田 跡

散 布 地

墳古

国分寺跡付近遺跡

上竹矢遺跡

岩舟古墳

手間古墳

荒神畑古墳

中竹矢古墳

社日古墳

井ノ奥古墳群

出雲国分寺瓦窯跡

神田玉作跡

庁ケ坪遺跡

出雲国分寺跡

出雲国文尼寺跡

来美廃寺

平所遺跡

的場遺跡

平浜八幡官前遺跡

さっぺい遺跡

才ノ峠古墳群

的場墳墓群

官内岩舟古墳

迎接寺山古墳第 1群

迎接寺山古墳第 2群

代官家後横穴群

八幡宮下横穴

的場横穴群

安国寺古墓群

的場古墓群

来美遺跡

布田遺跡

才塚遺跡

来美墳墓

上竹矢古墳群

武内神社裏山古墳群

保地遺跡

法華寺前遺跡

天平古道

観音寺古墳群

間内遺跡

竹矢小学校校庭遺跡

宮内遺跡

廻田古墳

才ノ峠遺跡

長峰遺跡

中竹矢後 1号墳

灘山古墳

聞内越墳墓群

上小紋遺跡

向小紋遺跡

四配田遺跡

大平遺跡

竹矢町上竹矢

″ 岩舟

″ 手間

″ 井ノ奥

〃 中竹矢

″ 井ノ奥

″ 上竹矢

″ 中竹矢

矢田町

″ 平所

八幡町的場

″ 山本

竹矢町才ノ峠

八幡町

〃 的場

″ 宮内

″ 宮内

″ 的場

〃 的場

矢田町

竹矢町

矢田町的場

竹矢町

矢田町保地

馬潟町観音寺

竹矢町問内

矢田町

竹矢町才ノ峠

″ 中竹矢

八幡町灘山

矢田町間内越

竹矢町上小紋

″ 向打ヽ紋

矢田町大平

弥生式上器・石鏃

石斧

前方後方墳

前方後円墳 (70)

方墳 (半壊)

前方後方墳

円墳

前方後円墳1(半壊)・ 方墳3(2基消滅)

瓦

砥石

礎石・瓦

瓦

瓦・須恵器片

埴輪 (人・馬・鹿)

石匙

弥生式上器片

縄文式上器片

須恵器片

土師器。須恵器片

前方後方墳・方墳

土師器・須恵器片

須恵器片

古式上師器片

須恵器片

土羨墓 (消 滅)

円墳

フテウ貨(19 5× 15)

方墳 (16× ■)

方墳 (7× 7)

方墳3基

前方後円墳 (24× ■)。 方墳 (11× 9)

10穴以上

3穴 (消 滅)

五輪塔・宝億印塔

上羨・平安時代

五輪塔・宝億印塔2群8基

五輪塔

四隅突出型墳丘墓(消 滅)

前方後円墳。前方後方墳・方墳4基

方墳3基

縄文式上器片

縄文式上器片

方墳3基 (消滅)

土師器。須恵器片。打製石斧

縄文式上器・弥生式上器・土師器片

前方後円墳

掘立柱建物16・ 住居跡状遺構・土壊等

弥生中期末～後期前半の竪穴住居跡等

方墳 (14.2× 14.2)

方墳・土羨

四隅突出型墳丘墓l基・不明3基

木製品

土師器片

土羨・碧玉創片

1977-1

1966-3・ 1975-3

1975-3

1975-3

1975-3

1975-3・ 1976-1・ 1951-1・ 1978-2

1979-6

1963-2

1974-3・ 1975-2

1988-2・ 1975-10

1978-2

1977-4

1962-2

1951-1・ 1972-1

1971-1

1977-1

1951-1・ 1989-4

1972-5

1974-5

1972-7

1974-5

1990-1

1989-4
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B.大庭

遣跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 遺 構 ・ 這 物 献文

軸
馳
唖
醜
醐
醐
醐
醐
酬
蜘
ｍ
聰
螂
即
醐
酬
財
螂
醐
醐
醐
醒
明
聰
醐
醐
Ｍ
醒
醐
蜘
螂
哩
醐
醜
醐
螂
剛
醒
醐
珈
幽
醒
醐
帥
醜
幽
Ｍ
醐
卵
蜘
剛
醜
螂
帥
唖
醐
朗
螂
唖
剛
剛
聰
躙
醜
醐
剛

一

Ｓ
・
１６

Ｓ
・
２３

Ｓ
・
２３

Ｓ
・
２２

・

Ｓ
・
・４

Ｓ
・
・３

Ｓ
・
２４

S-15

S-15

S-13

S-15

S-15

S-15

S-15

S-13

S-13

S-13

S-13

S-13

S-22

S-22

S-22

S-22

S-15

S-13

S-13

S‐ 13

S-13

S-15

S-15

S-15

S13・ 15

S-15

S-13

S-13

S-16

S-13

S-13

S-13

S-14

S-16

S-14

S-14

S-13

S-14

S-14

S-7

S-15。 24

S-24

S-16

S-16

S-10

S-10

S-16

S-10

S-10

S-10

S-10

S-10

S7■ 0・ 14・ 16

S-13

S-13

S-10

墳古

散 布 地

布 地

墳

横 穴 群

官 衛 跡

城  跡

寺 院 跡

玉 作 跡

古 墳 群

祭祀遺跡

古  墳

古 墳 群

横 穴 群

官 衛 跡

古 墳 群

散 布 地

古 墳 群

古 墳 群

散 布 地

地

群

　

群

墓

跡

″

布

墳

　

穴

散

古

　

横

古

館

散

古

群

群

墳

穴

墳

横

古

古

黒田畦遺跡

正林寺遺跡

大庭鶏塚

東淵寺古墳

大古古墳群

大石横穴群

秋上家古墓群

黒田館跡

出雲国造館跡

大庭住宅東遺跡

団原遺跡

山代遺跡

山代二子塚

山代方墳

永久宅後古墳

団原古墳

十王免横穴群

狐谷横穴群

山代正倉跡

茶臼山城跡

四王寺跡

樋口玉作跡

荒神谷・後谷古墳群

鏡池遺跡

岩屋後古墳

御崎山古墳

古天神古墳

大草岩船古墳

岡田山古墳群

東百塚山古墳群

西百塚山古墳群

安部谷横穴群第1群

安部谷横穴群第2群

安部谷横穴群第3群

出雲国府跡

井手平古墳群

大庭小学校校庭遺跡

安部谷古墳群

小谷横穴群

小倉見谷横穴群

勝負谷古墳群

大谷横穴群

中島古墳群

大庭町

″ 下の原

″ 山崎

〃 小原

″ 中西

″ 茶臼

〃 東淵寺

〃 寺山

″ 後谷

″ 平

″ 黒田

〃 土居・元鳥居

″ 下の原

山代町

″ 団原

〃 本郷

″ 二子塚

〃 団原

″ 十王免

″ 狐谷

佐草町後谷

大草町有

〃 岩船

〃 有

″ 杉谷

″ 安部谷

井手平

大庭町

大草町安部谷

佐草町

佐草町後谷

古墳～奈良時代

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

方墳(42X42)

前方後円墳 (40以 上)

須恵器片

方墳8基

(消 滅)

上塁。空壕

弥生式上器片

前方後方墳 (90)

方墳 (45× 45)

27穴保存

(消滅)

方墳16基。横穴20穴以上

前方後方墳

前方後方墳

舟形石棺

前方後方墳。円墳

方墳44基 。円墳8基

方墳22基 。円墳

5ブく

1979-2

1975-12・ 1984-1

1975-11

1981-3

1977-1

1932-1・ 1951-1

1951-1・ 1964-2

1964-2

1966-3・ 1975-6

1966-3・ 1977-577

1981-1。 1988-3

1970-4。 1972-8

1968-2

1962-2

1964-2・ 1978-7

1951-1・ 1955-5・ 1968-1

1919-1'1925-1。 1951-1'1956‐ ]

1923-1・ 1970-1・ 1975-4

1962‐ 2

1962-2

1962-2

1956-2・ 1963-2・ 1975-13

1975‐ 13。 1977-13

1933-1
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遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所 在 地 遺 構 ・ 遺 物 文 献

B067

B063

B069

B070

B071

B072

B073

B074

B075

B076

B077

B078

B079

BЮ80

S-15

S-15

S-10

S-10

S-10

S-21

S-21

S-21

S-21

S-21

S-21

S-21

S-21

散 布 地

古  墳

散 布 地

集 落 跡

古 墳 蕃

散 布 地

墳

地

群

地

布

墳

布

古

散

古

散

大草玉作遺跡

大屋敷遺跡

天満谷遺跡

渋谷古墳群

渋谷遺跡

神田遺跡

勝負谷遺跡

勝負谷古墳

深田遺跡

大久保古墳群

大久保遺跡

大庭町廻田

大草町日岸田

大庭町

前方後方墳

馬鵜・碧玉。水晶

土師器・須恵器片

土師器・須恵器片

土師器・須恵器片

前方後円墳1基・方墳3基

C. 忌吉Б

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所 在 地 遺 構 ４返 物 文 献

C001

働 02

C003

C004

∞ 05

CX106

C007

CX108

CX109

CX110

CX111

CX112

CX113

C014

CX115

CX116

CX117

CX118

CX119

CD20

CX121

m22
働 23

∞ 24

CX125

C026

働 27

C028

∞ 29

∞ 30

ω 31

C032

CX133

C034

C035

C036

C037

C038

S-43

S-32

S-31

S-31

S-31

S-45

S-31

S-42

S-33

S-34

S-34

S-44

S-41

S-44

S-33

S-33

S-34

S-42

S-33

S-32

S-33

S-33

S-42

S-44

S-33

S-33

S-37

S-35

S-37

S-31

S-33

S-33

S-33

S-33

S-42

S-33

S-32

S-33

散 布 地

古 墳

横 穴 群

玉 作 跡

散 布 地

墳

跡

跡

跡

院

作

″

古

窯

寺

玉

城  跡

散 布 地

横 穴 群

古  墓

城  跡

散 布 地

玉 作 跡

散 布 地

塚田遺跡

清水尻遺跡

官の上遺跡

下鍛冶古墳

中垣古墳

樋口横穴群

下忌部玉作跡

一崎玉作跡

ウシロ原玉作跡

下忌部遺跡

水源地上製勾玉出土遺跡

客古墳

湯峠窯跡

忌部神社神官寺跡

千本玉作跡

中島遺跡

久多美山城跡

小城口遺跡

平口横穴群

桑迫城跡

垣ケ原遺跡

玉神谷遺跡

一丁田遺跡

堂廻遺跡

砂子原遺跡

片田遺跡

平松遺跡

一崎遺跡

西忌部町塚田

″ 清水尻

″ 官の上

″ 下忌部

″ 一崎

″ ウシロ原

東忌部町大谷

″ 客

″ 湯峠

″ 千本

″ 中島

西忌部町小城ロ

東忌部町

平口横穴付近

西忌部町

石錘

石斧

石鏃

円墳

(消 滅)

1穴以上

砥石

砥石・玉

砥石。玉

石斧

土製勾玉

石室残存

須恵器片

瓦

砥石・玉

砥石・土師器片

土師器・須恵器片

土師器片

黒躍石・石鏃。赤青馬鵜・須忘器片

3穴

五輪塔2群20基

宝鐘印塔

土師器片

土師器・須恵器片・赤青馬鵜

須恵器片・赤馬璃・碧玉(消滅)

砥石

1960-1

DB乃木

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所 在 地 構 塩退 物 文 献

D001

D002

D003

D004

D005

S-21

S-19

S-19

S-19

S-19

散 布 地

古 墳

下沢遺跡

西ノ原遺跡

宇賀I遺跡

宇賀I遺跡

向荒神古墳

上乃木町下沢

″ 西ノ原

″ 宇賀

″ 当貫

石斧・凹石・黒曜石

方墳
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遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 遺 構 物遺 献文

D006

D007

D008

D009

D010

D011

D012

D013

D014

D015

D016

D017

D018

D019

D020

D021

D022

D023

D024

D025

D026

D027

D028

D029

D030

D031

D032

D033

D034

D035

D036

D037

D038

D039

D040

D041

S-19

S-21

S-21

S-28

S-19

S-19

S-29

S-30

S-30

S-30

S-30

S-29

S-30

S-30

S-30

S-29

S-31

S-31

S-30

S-28

S-21

S-29

S-30

S31
S-19

S-21

S-29

S-29

S-29

S-30

S-32

Si30

S-30

S-30

S-21

古 墳 群

古  墓

散 布 地

横 穴 群

玉 作 跡

古  墓

古 墳 群

横 穴 群

散 布 地

古 墳 群

住 居 跡

古 墳 群

修法壇跡

玉 作 跡

墳古

墳古

群

墓

地

墳

　

布

″

古

墳

散

経塚古墳

乃木二子塚古墳

二子塚古墳

荒神古墳

昆沙関古墳群

桧山古墓群

神立遺跡

屋形遺跡

蓮花垣遺跡

福富I遺跡

福富I遺跡

福富湖岸遺跡

久田遺跡

薬師前遺跡

乃白遺跡

松本音墳

岩屋口古墳

松本横穴群

乃白玉作跡

伝佐々木高綱墓

運動公国内古墳群

二名留古墳群

田和山古墳群

弥陀原横穴群

長砂古墳群

廻田遺跡

大角山遺跡

大角山古墳群

松本修法壇跡

乃白権現遺跡

後友田古墳群

友田遺跡

松本遺跡

奥山遺跡

上乃木町経塚

″ 二子塚

″ 宇賀

乃木福富町

乃白町薬師前

″ 松本

″ 岩屋ロ

″ 松本

〃 袋尻

浜乃木町

乃木福富町二名留

″  田和

乃白町

浜乃木町長砂

乃木福富町

乃白町松本

浜乃木町

乃木福富町

浜乃木町

方墳 (消 滅)

前方後方墳

円墳 (消 滅)

円墳

方墳4基 (消 滅)

円形墓 (消滅)

弥生式上器片

砥石・石斧・須恵器片

石臼。たたき石

石斧

石斧

石桧

弥生式上器・土師器片。石包丁

弥生式上器・須恵器片

石斧

方墳 (消 滅)

横穴式石室

約10穴

砥石

工輪塔

方墳 (数基)

方墳2基 (1基 消滅)

前方後方墳1。前方後円墳1・方墳4基 。円墳

3穴・石棺。須恵器片

方墳13基 (消 滅)

(消滅)

(消 滅)

6基 (前方後円墳・方墳。円墳)

條法壇・五輪塔

馬鵜片・土師器・須恵器片

円墳 (消 滅)

上羨墓・墳丘墓 (消 滅)

上師器片。赤馬瀬・碧玉

土師器片

1951-1・ 1982-2

1971-3

1977-1

1977-1

1977-1

1951-1

E.津田

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 物】追構遺 献文

E001

団 02

団 03

El104

酎 05

酌 06

ED07

E008

1「009

E010

E011

m12
団 13

1X114

ED15

酎 16

酌 17

E018

E019

E020

E021

m22
E023

E024

EЮ25

E026

FI127

S-11

S■ 1

S ll

S-11

S-12

S■ 1・ 12

S■ 1

S ll

S-11

S-11

S-12

S-5

S-11

S-11

S-20

S-20

S-20

S-20

S-20

S-20

S-20

S-20

S-11

S-11

S-11

散 布 地

古  墳

古 墳 群

横 穴 群

古 墳 群

古  墳

横 穴 群

古 墳 群

散 布 地

墳古

墓古

舟津田遺跡

タルミI遺跡

タルミⅣ遺跡

はぜ岡遺跡

鷹日神社前遺跡

石台遺跡

梶尾古墳推定地

伝兵衛山古墳

高杉第 1号古墳

高杉第 2号古墳

東光台団地古墳

石屋古墳

伝兵衛山古墓

高杉古墓群

室藤第 2号古墳

論田古墳群

論田横穴群

城ノ前古墳群

奥金見第 1号墳

奥金見第 2号墳

室藤第 1号墳

論田第 3号墳

岡横穴群

岡古墳群

喰ケ谷遺跡

東津田町舟津田

″  タルミ

″  タルミ

″ はぜ岡

″ 舟津田

″ 石台

〃 梶尾

″ 伝兵衛山

″ 高杉

〃 石屋

東津田町伝兵衛山

″ 高杉

西津田町室藤

″ 論田

″ 城ノ前

″ 奥金見

″ 室藤

″  論田

東津田町岡

″ 喰ケ谷

土師器・須恵器片

黒曜石片

土師器。須恵器片

石斧

石斧

縄文晩期～古墳中・後期

(消滅)

ノテB貨 (8.6× 6.1)

前方後方墳(265)

方墳(115× ■ 5)

墳形不明、(箱式石棺)(消滅)

'テ

B貨 (40× 40)

五輪塔 (安土つと山時代)

五輪塔3基

前方後方墳 (20.5)

方墳2基

5穴 (消 滅)

方墳4基

方墳(12X125)

方墳 (13× 13)

'テ

ウ貨(14.5× 14 5)

方墳(95X15)
2穴以上

方墳3基

須恵器片

1977-1・ 11・ 12・ 1978-4・ 1983-1

1964-1。 1972-3

1979-1

1981-2
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遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 物遺構遺 献文

E028

団 29

動 30

団 31

El132

酌 33

S-11

S ll

S-20

S-20

S-20

S-12

散 布 地

横 穴 群

散 布 地

古 墳 群

タルミI遺跡

タルミⅢ遺跡

浅井横穴群

小沢横穴群

論田遺跡

南家古墳群

東津田町タル

西津田町浅井

″ 小沢

東津田町南外

須恵器片

土師器・須忘器片

11穴 (消滅)

2～3穴 (1穴消滅)

土師器・須恵器片(消滅)

前方後方墳(20)。 方墳(10× 10)(消滅)

1980-3

FD古志原

G 朝酌

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所 在 地 遣 構 ・ 遣 物 文 献

F001

F002

F003

F004

F005

S-22

S-13

S-13

S ll

S-20

古 墳 群

散 布 地

向山西古墳群

向山古墳群

練兵場跡I遺跡

練兵場跡I遺跡

古志原遺跡

大庭町

古志原町上回

″ 富原

1基以上(消滅)

前方後方墳1・ 方墳2基

弥生式上器片 (消滅)

土師器片(消滅)

石斧。石鏃

1973-5

1977-1

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 塩返 物４遅構 献文

G001

G002

G003

G004

G005

G006

G007

G008

G009

G010

G011

G012

G013

G014

G015

G016

G017

G018

G019

G020

G021

G022

G023

G024

G025

G026

G027

G028

G029

G030

G031

G032

G033

G034

G035

G036

G037

G038

G039

G040

G041

G042

G043

G044

G045

G046

N-31

N-31

N-31

S-5

N31
N31
N-31

S-6

N-29

N-32

N-32

N-32

N-32

N-18

N18
N16
N-17

N-32

N-32

N-32

S-9

N-41

N-41

N-31

N-43

N-43

N-43

N41
N-32

N-17

N-32

N-32

N-32

N-32・ S6

N-32

N-26

N-32

N-42

N17
N-32

N‐ 32

N-32

N-32

N-32

N-32

N-32

住 居 跡

散 布 地

墳古

跡

群

地

墳

地

跡

墳

布

　

布

　

″

〃

″

〃

″

″

″

″

″

″

〃

城

古

散

古

散

窯

地

跡

　

墳

地

　

跡

地

″

″

考攣

　

″

　

士仲

″

　

士仲

″

散

窯

　

古

散

　

城

散

墳古

墓

跡

古

窯

跡窯

岩屋古墳

朝酌上神社跡古墳

朝酌小学校校庭古墳

漁見塚古墳

廻原第 1号墳

廻原第 2号墳

朝酌小学校前古墳

阿弥陀寺古墳

和久羅城跡

大井古墳群

大井土馬出土遺跡

山巻古墳

岩崎遺跡

唐千窯跡

木ノ谷窯跡

古屋敷窯跡

山津窯跡

寺尾窯跡

ババタケ窯跡

岩汐窯跡

松ケ鼻窯跡

廟所古墳

観音山古墳

廻谷窯跡

ジャバン窯跡

岩汐遺跡

後廻谷窯跡

岩汐南窯跡

別所古墳

薦沢野沢遺跡

薦沢遺跡

福葉城跡

大谷遺跡

岩汐峠遺跡

勝田谷窯跡

明曽窯跡

岩穴平遺跡

薦沢A遺跡

薦沢B遺跡

別所遺跡

朝酌町

″ 漁見塚

″ 福富

大井町

″ 山巻

″ 岩崎

大海崎町唐千

″ 木ノ谷

″ 古屋敷

大井町

″ 寺尾

″ ババタケ

″ 岩汐

″ 郷戸

大井町

″ 別所

″ 薦沢

大井町大谷

″ 勝田谷

″ 明曽

″ 穴平

″ ■18番地

″ 1064番地

朝酌町555番地

円墳 (石棺式石室)

円墳 (石棺式石室)

石棺式石室

前方後円墳 (70)

円墳 (石棺式石室)

円墳 (箱式棺様)

横穴式石室(消滅)

石棺式石室

4基・横穴1穴

土馬

須恵器・刀子・耳環

石斧

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須忘器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

方墳 (30× 30)

方墳 (30× 30)

五輪塔

須恵器片

土師器・須恵器片

円墳状 (石棺式石室)

須恵器片

須恵器片・窯壁塊 (消滅)

須恵器片

須恵器片

須恵器片・灰原

須恵Ⅳ期・灰原

建物・須恵■～Ⅳ期糸切

竪穴6・掘立住居8(消滅)

焼土遺構 (消滅)

須恵Ⅲ～平安期 (消 滅)

1964-2

1964-2

1964-2

1964-2

1964-2

1967-3

1967-3

1967-3

1967-3

1967-3

1988-5

1988-5

1988-5

1988-5

1988-5

=70



遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 遺  構 。 遺  物 献文
朝

Ｇ０４８

Ｇ０４９

Ｇ０５０

軸

Ｇ０５２

Ｇ０５３

Ｇ０５４

軸

Ｇ０５６

Ｇ０５７

Ｇ０５８

的

蜘

ｍ

Ｇ０６２

Ｇ０６３

Ｇ０６４

Ｇ０６５

Ｇ０６６

Ｇ０６７

軸

Ｇ０６９

Ｇ０７０

Ｇ０７．

Ｇ０７２

帥

N-32

N-17

N-17

N-17

N-32

N-32

N-17

N-17

N-17

N■7

N17
N-17

N-17

N-18

N-31

N-29

N-29

N-31

N-43

S-6

S-6

S-6

N-32

N-31

N-31

N-31

N-31

古  墳

古 墳 群

散 布 地

群

跡

地

群

地

群

地

″

墳

　

布

墳

布

墳

布

古

窯

散

古

散

古

散

群

地

墳

地

地

群

地

跡

墳

布

　

布

布

穴

布

古

散

古

散

散

横

散

城

山巻遺跡

向山古墳

イズキ山古墳群

山津遺跡

井ノ奥遺跡

山ノ奥遺跡

イガラビ遺跡

赤坂遺跡

池ノ奥C・ D遺跡

池ノ奥古墳群

池ノ奥窯跡

池ノ奥A遺跡

イガラビ古墳群

十二所神社境内遺跡

九日宮古墳群

炉田遺跡

朝酌荒神谷遺跡

新山遺跡

間谷遺跡

阿弥陀寺裏山古墳群

福富神社境内遺跡

明事山古墳

焼山遺跡

藤谷A遺跡

遅倉横穴群

藤谷B遺跡

大井町山巻

″ 向山

″ イズキ山

″ 山津

〃 井ノ奥

″ 山ノ奥

″ イガラビ

″ 赤坂

″ 池ノ奥

″ イガラビ

大海崎町

朝酌町九日官

″ 炉田

″ 荒神谷

〃 新山

西尾町

福富町阿弥陀寺

大井町

朝酌町

土師器片

石棺式石室

5基 (横穴式石室・組合式石棺)

須恵Ⅲ～奈良期

須恵器片

須恵器片

焼土羨・柱穴・掘立柱・建物1棟 (消 滅)

須恵器片

須恵Ⅳ～糸切 (消 滅)

円墳2基 (横穴式石室2)(消滅)

3基 (消 滅)

須恵Ⅳ～糸切 (消滅)

方墳3・ 円墳5(横穴式石室3・ 小石室8)(消 滅)

須恵器片

方墳5基 (石棺式石室)

須恵器片

須恵器片・濤跡

須恵器片

須恵器片

方墳5基

須恵器片

方墳 (10× 10)

須恵器片

15穴以上

須恵器片

1990-1

1990-1

1990-1

1990-1

1990-1

1990-1

1990-1

1990-1

H.本庄

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 遺 構 ・ 遺 物 献文
Ｈ００ｌ

ｍ０２

硼

帥

Ｈ００５

Ｈ００６

瑚

醜

帥

ＨＯ・Ｏ

ＨＯ‐．

聰

ｍ． ３

帥

ＨＯ・５

ＨＯ‐６

朗

帥

ｍ・９

Ｈ０２０

Ｈ０２．

Ｍ

醐

聰

Ｈ０２５

Ｈ０２６

Ｈ０２７

聰

醐

Ｈ０３０

Ｈ０３‐

Ｈ０３２

Ｈ０３３

帥

醐

醜

N-2

N-3

N-3

N-3

N-3

N-8

N-8

N-3

N-3

N3
N-3

N-6

N-3

N-3

N-3

N-11

N-11

N ll

N-9・ 10

N-9

N-9

N-9

N-9

N-9

N-9

N-9

N-9

N-24

N-24

N-24

N-24

N-24

N-24

N-9

N-24

N-25。 26

散 布 地

古 墳 群

散 布 地

墳古

散 布 地

条 里 制

古  墳

古 墳 群

横 穴 群

散 布 地

祭祀遺跡

散 布 地

古 墳 群

古  墳

古 墳 群

古  墓

古 墳 群

墳古

跡

群墳

城

古

寺ノ脇遺跡

権田作遺跡

堀越古墳群

夫手遺跡

柳瀬遺跡

善尾遺跡

善尾古墳

弁慶森古墳

御供田古墳

杉戸遺跡

長海条里制遺跡

淵古墳

渕切古墳群

藤田古墳群

藤田南古墳群

ガンダ横穴群

ガンダ遺跡

弁慶島遺跡

家床遺跡

蓮行遺跡

蓑平遺跡

月光寺遺跡

兵ケ谷古墳群

客山古墳

餌古墳群

上松古墓

鎌ヤガ尾根古墳群

金比羅古墳群

小馬枝古墳群

中西古墳群

荒神古墳群

深追古墳

尊場古墳

城山城跡

平田古墳群

手角町寺ノ脇

″ 堀越

″ 夫手

″ 柳瀬

長海町善尾

″ 弁慶森

″ 御供田

″ 杉戸

″ 淵

〃 渕切

″ 藤田

野原町ガンダ

″ ガンダ

邑生町家床

″ 蓮行

″ 蓑平

〃 月光寺

″ 兵ケ谷

″ 客山

″ 餌

〃 上松

上本庄町鎌ヤガ尾根

″ 小馬枝

″ 中西

″ 深迫

″ 尊場

″ 城山

″ 平田

縄文式上器・弥生式上器・土師器片

縄文式上器片

前方後円墳2基・方墳4基・石室1

弥生式上器片

縄文式上器片

土師器片

方墳 (石棺式石室)

石室

石室

土師器片

方墳

前方後円墳1・ 前方後方墳1・ 円墳1

前方後円墳1・ 前方後方墳1・ 円墳2

方墳2基

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須忘器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

方墳3基

方墳

方墳6基

方墳1・ 石室1

前方後方墳1・ 方墳2・ 石室1

前方後方墳Ⅲ石室1

方墳2・石室5

墳形不明2基

方墳

方墳

円墳2・方墳6

1972-8。 1974-5

1974-5

ヱ7ど



遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 物遺構遺 献文

H037

H038

m39
H040

H041

H042

H043

H044

H045

H046

H047

H048

m49
m50
H051

H052

H053

HC154

H055

m56
H067

H058

m59
H060

H061

H062

H063

H064

H065

H066

H067

H068

N-26

N-26

N12
N-12

N-12

N12
N-26

N-26

N-26

N12
N-12

N-12

N-26

N-26

N-12

N12
N-12

N-12・ 13

N■2

N■ 3

N-13

N-13

N14
N-12

N9・ 12'24'26

N-13・ 15

N13
N-25

N-9。 12

N-24

N-24

N-24

布 地

墳

布 地

横 穴 群

城  跡

条 里 制

古 墳 群

古  墳

寺 院 跡

散 布 地

寺 院 跡

散 布 地

群

地

墳

地

墳

墳

布

　

布

古

散

古

散

古

散

古

散

墳

墓

群

群

群

　

群

群

墳

穴

墳

〃

穴

墳

″

古

古

古

横

古

　

横

古

荒船古墳群

荒船遺跡

天神山古墳

天神山遺跡

塚根古墳

大塚古墳

前田遺跡

扇ノ平古墳

原ノ後遺跡

松崎遺跡

ドロケ遺跡

久羅弥神社遺跡

松音寺古墳

松音寺古墓

客山古墳群

坂山横穴群

宮島谷古墳群

梅廻古墳群

梅廻横穴群

八日山古墳群

大谷古墳群

鍛冶床古墳群

城山城跡

本庄川流域条里制遺跡

玉野寺跡

的場遺跡

六田遺跡

川上遺跡

京殿遺跡

上本庄町荒船

本庄町

″ 松音寺

本庄町松音寺

新庄町大塚

″ 坂山

″ 扇ノ平

〃 原ノ後

″ 松崎

″ ドロケ

″ 松音寺

″ 客山

″ 坂山

″ 官島谷

″ 梅廻

″ 八日山

″ 大谷

″ 鍛冶床

″ 城山

上宇部尾町

上本庄町

″ 的場

″ 六田

本庄

上本庄町

円墳2・方墳5

縄文式上器片

墳形不明

土師器片・黒曜石片

墳形不明

墳形不明

須恵器片

土師器片

弥生式上器片・土師器・須恵器片

縄文式上器片・黒曜石

土製支脚

土製品

方墳

方墳2(消滅)

10穴

方墳2基

方墳3基

1穴以上

方墳2基

方墳1・ 墳形不明1

方墳5基

方墳4基

石室1

遺構・小鍛冶跡

土師器・須恵器片

川上社

土師器・須恵器片

1951-1・ 1978-1

I.持田

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 物遺構連週 献文

001

002

003

004

005

006

007

008

009

010

011

012

013

014

015

016

017

018

019

020

021

022

023

024

025

026

027

028

029

030

031

N-37

N-37

N-37

N-37

N‐ 37

N-37

N-48

N-37

N-37

N-50

N-48

N-47

N-48

N-48

N-50

N-48

N-48

N-38

N-25。 38

N-38

N-38

N-38

N-38

N-38

N-38

N-38

N-26

N-25

N-23

N-23

N-37

墳古

穴

墳

横

古

古 墳 群

横 穴 群

散 布 地

古  墳

古 墳 群

横 穴 群

窯  跡

古  墳

横 穴 群

寺 院 跡

古 墳 群

加美古墳

加佐奈子古墳

佐々木浅市宅古墳

佐々木亮畑古墳

野津真宅前古墳

常熊古墳

鍛治屋谷横穴

城の越横火

立花横穴

大源古墳

垣の内古墳

金比羅谷古墳

松の前古墳

小丸山古墳群

宮垣古墳群

尾山横穴群

穴の口横穴群

荒神古墳

後谷古墳群

川原庄の上横穴群

内田功之助裏山古墳

上の堂横穴群

長水寺跡

小林古墳群

東持田町大田

″ 常熊

″ 以後

″ 城の越

″ 立花

西持田町和田

″ 日吉

″ 小倉

″ 松の前

〃 小丸山

〃 和田

″ 亀尾

川原町

″ 川原

″ 川原

福原町

坂本町小林

石棺式石室

石棺式石室。円墳

石棺式石室

石棺式石室。円墳

石棺式石室

円墳 (横穴式石室X消滅)

須恵器片

須恵器片(消 滅)

円墳 (30)

横穴式石室

果形石棺式

円墳

方墳3基

方墳5基。円墳1

2穴

2穴

須恵器片

土師器・須恵器片

土師器・須恵器片

土師器・須恵器片

土師器。須恵器片

円墳。石棺式石室

方墳2基

方墳9基

須恵器・耳環 (消 滅)

円墳 (横穴式石室)

4穴

礎石

方墳3基

1960-2・ 1966-3

1964-2

1964-2

1964-2

1960-1

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

Z72



遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 遺  構 。 遺  物 献文

1032

X033

1034

1035

1036

1037

1038

1039

1040

1041

1042

1043

1044

1046

1046

1047

1048

1049

1050

1051

1052

1053

1054

1055

1056

1057

1058

1059

1060

1061

1062

1063

1064

1065

1066

N-35

N-35

N-48

N-36

N-36

N-47

N-48

N-48

N-48

N-50

N-48

N-48

N-48

N-37

N-37

N-37

N-37

N-37

N-37

N-37

N-36・ 38

N-38

N-38

N-38

N-38

N-48

N-37

N-38

N-38

N-23

N-23

N-23

N-37

N-37

N-23

古 墳 群

館  跡

寺 院 跡

散 布 地

古  墳

散 布 地

古 墳 群

古  墳

古 墳 群

散 布 地

古  墳

古 墳 群

古  墳

古  墳

横 穴 群

祭祀遺跡

墳古

制

群

地

″

里

墳

布

″

″

〃

″

条

古

散

小川善之助裏山古墳

古妙見古墳

薄井原古墳群

坂本館跡

坊床寺跡

洞泉寺裏古墳

道仙古墳群

石野古墳群

納佐池遺跡

坂本中遺跡

香々廻古墳群

中九跡古墳

細曽古墳

持田川流域条里制遺跡

流田遺跡

芝原遺跡

夏月遺跡

石浦遺跡

国名古墳

沢奥横穴群

虫野神社裏遺跡

坂本町別所

″ 薄井原

″ 唐人原

坂本町別所

福原町永利田

西持田町

坂本町

福原町

方墳

異形石棺式

前方後方墳1・ 方墳2

土塁

須恵器片・瓦

須恵器片

方墳

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

方墳4基 (消滅)

円墳

方墳2基

方墳5基

須恵器片

須恵器片

方墳

方墳3基

前方後方墳

方墳

方墳4基

須恵器片

須恵器片

弥生式上器。石斧・須恵器片

須恵器片

土師器・須恵器片

方墳 (20× 20)

人骨・須恵器片

土師器片

1964-2

1962-1・ 1970-1・ 1977-8。 10

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1983-2

J.川津

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 物塩週構 献文

」001

」002

」003

J004

」005

J006

J007

」008

」009

」010

J011

J012

」013

」014

」015

J016

」017

」018

」019

」020

」021

J022

」023

」024

」025

」026

」027

」028

N-50

N-52

N-50

N-52

N-50

N-39

N-50

N-50

N-50

N-39

N-49

N-39

N-39

N-41

N41
N-41

N-40

N-40

N-40

N-40

N-40

N-40

N-41

N-39

N-39

N-40

N-40

N-40

散 布 地

古  墳

古 墳 群

散 布 地

古 墳 群

古

横

城

墳

穴

跡

墳古

穴横

西川津弥生遺跡

タテチョウ遺跡

西川津貝塚遺跡

橋本遺跡

島大構内遺跡

貝塚古墳

金崎古墳群

馬込山古墳群

深町横穴

堂頭山城跡

川津城跡

嵩山麓遺跡

西宗寺古墳

葉佐馬古墳

川津第■号墳

川津第12号墳

山根横穴

西川津町貝塚

″ タテチョウ

″ 貝塚

″ 楽山

″ 貝塚

″ 金崎

″ 深町

″ 堂頭

上東川津町

〃  真上谷

〃  門戸谷

弥生式上器。石斧・石

縄文式・弥生式上器片。上師・須恵器片

土師器片

土師器片

弥生式上器片

方墳 (20× 20)

前方後方墳2・ 方墳3基

方墳3基。円墳1・ 古墓1

方墳4基

方墳 (15× 15)

(消 滅)

戦国時代

戦国時代

須恵器片

須恵器片

石棺式石室

石棺式石室

円墳 (5)

方墳 (4× 4)

方墳 (10× 10)

方墳 (10× 10)

方墳 (10× 8)

方墳2基

方墳2基

1979-5

1978-8

1977-2

1977-2

1956-1・ 1964-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

=73



遺跡番号 地図香号 種  別 名 称 所  在  地 遺  構 ・ 遺  物 文 献

」029

J030

」031

」032

」033

」034

」035

」036

」037

J038

J039

」040

」041

J042

」043

」044

J045

J046

」047

J048

」049

」050

J051

J052

」053

」054

J055

J056

J057

」058

」059

J060

」061

」062

」063

J064

J065

J066

」067

J068

J069

N-40

N-40

N-40

N-40

N-27

N-39

N-40

N-40

N-40

N-39

N-39

N-39

N-39

N-39

N-39

N-39

N-39

N-49

N-49

N-49

N-49

N-50

N-50

N-49

N-50

N-50

N-38

N-38

N-38

N-39

N-39

N-52

N-52

N-41

N-41

N-49

N-49

N-49

N-49

N-49

横 穴 群

塚

跡

跡

地

鉄

　

布

″

経

製

峰

散

古 墳

群

墳

″

″

″

″

″

″

〃

″

甚惧古

古

群

地

墳

群

墳

　

　

　

群

地

跡

群

墳

〃

″

墳

布

　

墳

　

″

″

″

墳

布

院

墳

古

散

古

古

古

　

　

　

古

散

寺

古

古

散 布 地

古 墳

古 墳 群

向屋敷横穴群

仁王ケ谷横穴群

布自標見峰跡

貝崎遺跡

中尾古墳

菅田丘古墳

小丸山古墳

薬師山古墳

菅田丘古墳群

原の前遺跡

福山古墳

深町古墳群

柴古墳群

山崎古墳

柴遺跡

堤廻遺跡

宮田第 1号墳

宮田第 2号墳

浜弓第 1号墳

浜弓第 2号墳

上浜弓古墳群

上東川津町門戸谷

上東川津町

下東川津町貝崎

菅田町

西川津町

西川津町

菅田町

1穴消滅

江戸時代

弥生式上器・石斧

須恵器片

方墳 (8× 9)

箱式石棺 (墳形不明)

方墳 (15× 10)

方墳 (10× 10)

方墳(15X15)

方墳 (10× 8)

方墳 (15× 15)

方墳 (21× 21)

方墳 (21× 21)

方墳6基

前方後方墳 (消滅)

方墳 (25× ?5)

箱式棺 (消滅)

方墳10。 不明1

縄文式～平安時代。円墳2

3基

円墳

方墳

方墳

前方後円墳1

方墳2基

方墳1・ 円墳2(消滅)

方墳1(消滅)

土師器・須恵器片(消 滅)

1977-2

1977-2

1977-1

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-2

1977-3

1951-1

1955-1

1972-2

1972-2

1972-2

1972-2

1972-2

1986-2

Kョ 法吉

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所  在  地 遺 構 ・ 遺 物 献文

Ｋ００．

Ｋ００２

Ｋ００３

Ｋ００４

Ｋ００５

Ｋ ００６

Ｋ００７

Ｋ００８

Ｋ００９

ＫＯ・Ｏ

ＫＯ．．

ＫＯ． ２

ＫＯ・３

ＫＯ・４

Ｋ Ｏ・５

帥

Ｋ Ｏ‐７

Ｋ Ｏ‐８

Ｋ Ｏ・９

Ｋ ０２０

Ｋ ０２．

聰

N-57・ 58

N-57

N-58

N-58

N-58

N-58

N-58

N-58

N-58

N-57

N-58

N-57

N-57

N51
N-51

N-58

N-49

N-57

N-58

N-56

N-58

N-59

墳古

散 布 地

古 墳 群

穴横

群

跡

跡

　

墓

地

″
　　
″
　
一〈
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
士仲

横

窯

城

　

古

散

法吉遺跡

下 り松遺跡

栗元古墳

山模第 1号墳

山槙第 2号墳

吉岡兵之助宅前古墳

松崎金一郎所有山林古墳

伝宇牟加比姫命御陵古墳

新宮古墳

塚山古墳

長谷歳徳神古墳

曾田虎一郎宅上古墳群

唐梅古墳群

赤崎横穴

切通横穴

栗元横穴

ひのさん山横穴群

下り松窯跡

白髪山城跡

真山城跡

コゴメダカ山遺跡

春日遺跡

法吉町

″ 下り松

″ 栗元

″ 山模

″ 鴬谷

″ 新官谷

″ 下 り松

″ 長谷

″ 田中谷

″ 唐梅

″ 赤崎

″ 栗元

″ 薦沢

″ 下り松

春日町

縄文式土器・弥生式上器・土師器片

弥生式土器片

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳 (石室)

円墳

円墳2基

方墳4基

須忘器片

人骨 (消 滅)

30穴以上(2/3消滅)

須恵器片

山城 (古井戸)

宋銭・明銭

弥生式上器片

1975-5・ 1977-1

1977-1

1980-1

1980-1

1977-1

ヱ7Z



遺跡番弓 地図番号 種  別 名 称 地在所 物遺構遺 献文

K023

K024

K025

K026

K027

K028

K029

K030

K031

K032

K033

K034

K035

K036

K037

K038

K039

K040

K041

K042

K043

K044

K045

K046

K047

K048

K049

K050

K051

K052

K053

K054

K055

N-60

N-59

N-59

N-59

N-68

N-57

N-57

N-57

N-51

N-61

N-59

N-60

N-58

N-58

N-58

N-68

N-57

N-57

N49・ 58

N-57

N-58

N-58

N-49

N-57

N-58

N-57

N-57

N-57

N-49

N-57

N-58

N-58

N-58

墳

穴

群

　

墳

穴

群

穴

″
　

　

穴

″

古

横

横

　

古

横

横

穴

墳

横

古

墓古

散 布 地

古 墳 群

散 布 地

古 墳 群

散 布 地

古  墳

城  跡

散 布 地

横 穴 群

散 布 地

神 社 跡

跡

塚

墳

窯

経

古

煙硝倉古墳

摩利支天山横穴

法吉小学校豪山横穴群

とねり坂横穴群

小丸山古墳

ひゃくだ積穴

比津が崎横穴群

水酌崎横穴群

桜崎横穴

中代遺跡

打廻古墳群

田中谷遺跡

なつめ谷荒神古墳

高つぼ山城跡

白鹿谷遺跡

久米遺跡

長谷窯跡

石在経塚

田中谷第 1号墳

田中谷第 2号墳

松ケ峠古墳

月廻横穴群

下り松I遺跡

下り松Ⅱ遺跡

鶯谷遺跡

春日町

黒田町とねり坂

比津町

″ 水酌崎

奥谷町桜崎

法吉町

″ 田中谷

″ なつめ谷

″ 白鹿谷

″ 久米

春日町石在

″ 田中谷

法吉町松ケ峠

比津町

法吉町下り松

″ 鶯谷

円墳 (消 滅)

(消 滅)

(消滅)

前方後円墳

(消 滅)

(消滅)

半壊

厨子形石棺

方墳

方墳

方墳

方墳

経塚3

五輪塔・宝億印塔

方墳3基

方墳5基 (箱式石棺)

弥生式上器・須恵器片

円墳

山城

土師器・須恵器片・石帯

須恵器片

須恵器片

―字一石経

前方後方墳

方墳

円墳

21穴 (石棺・礫床等)

1969

1951

2

1

L.生馬

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 物追選構 献文

L001

L002

L003

L004

L005

L006

L007

L008

L009

L010

L011

L012

L013

L014

L015

L016

L017

LC118

Ll119

Ll120

L021

L022

L023

L024

L025

L026

L027

L028

N-55

N-55

N-57

N-66

N-55

N-66

N-66

N-64

N-66

N-66

N-64

N-64

N-65

N-68

N-68

N-68

N-63

N-63

N-65

N‐ 65

N-65

N-66

N-65

N-68

N-65

N-55

N-55

N-76

散 布 地

古  墳

古 墳 群

横 穴 群

散 布 地

横  穴

横 穴 群

古  墳

古 墳 群

古  墳

横  穴

城  跡

寺 院 跡

散 布 地

墳

群

群

　

制

群

墳

穴

″

里

穴

″

古

古

横

　

条

横

法恩寺遺跡

宮ノ下遺跡

桜本古墳

かいつき山古墳群

辺田横穴群

元井手遺跡

名尾遺跡

大官遺跡

名尾丘古墳

高専敷地内古墳群

後谷横穴群

郷戸横穴群

佐太川流域条里制遺跡

東前横穴群

殿山横穴群

小池谷横穴群

帳塚古墳

かねじ谷横穴群

皆美山第 1号墳

皆美山第 2号墳

松橋古墳群

名尾荒神古墳

船津横穴

薦津殿山城跡

高柳城跡

平ノ前廃寺

東生馬遺跡

西谷遺跡

東生馬町

西生馬町

浜佐田町

上佐陀町

下佐陀町

薦津町

東生馬町

西生馬町西谷

石斧

須恵器片

方墳2基 (消滅)

土製支脚

弥生式上器片

弥生式上器片

石斧

方墳 (消滅)

方墳3基 (消 滅)

5穴 (4穴消滅)

(消 滅)

(消 滅)

2穴 (消 滅)

円墳

2穴

円墳

墳形不明(石棺)

方墳2・ 円墳1

円墳

須忘器片

山城 (消滅)

山城

軒丸瓦・柱穴

須恵器片

石鏃 (消 滅)

1951-1・ 1972-4

1977-1

1951-1

Z75



MB古江

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 物遺構遺 献文

M001

M002

ねヽ003

M004

M005

M006

�Ю07

WЮ08

M009

M010

M011

�Ю12

M013

M014

M015
M016

M017

M018

M019

M020

M021

M022

M023

M024

M025

W1026

h/1027

M028

M029

剛 30

M031

MC132

M033

M034

M035

M036

M037

M038

M039

M040

M041

M042

M043

M044

M045

WЮ46

M047

M048

M049

M050
M051

M052

W1053

M054

M055

M056

M057

M058

M059

M060

M061

M062
M063

M064

M066

M066

N-82

N-81

N-81

N-82

N-82

N-77

N-88

N-88

N-88

N-88

N-79

N-79

N-79

N-79

N-79

N-79

N-79

N-86

N-86

N-86

N-86

N-86

N-86

N-81

N-86

N-79・ 86

N-75

N-75

N-75

N-82

N-75

N-75

N-75

N-75

N-74

N-75

N-75

N-76

N-75

N―

N-74

N-74

N-74

N-74

N-74

N-74

N-72

N-72

N-74

N-74

N-74

N-73

N-73

N-72

N-74

N-71

N-73

N-76

N-76

N-74

N-71

N-71

N-71

N71
N-76

散 布 地

古 墳 群

古  墳

城  跡

散 布 地

墳古

古 墳 群

古  墳

窯  跡

城  跡

条 里 制

古  墳

古 墳 群

古  墳

古 墳 群

古 墳 群

古  墓

条 里 制

散 布 地

古  墳

古 墳 群

古 墳 群

散 布 地

墳古

墳古

後谷遺跡

東長江古墳群

山崎古墳

細原尻古墳

二つ山城跡

西長江遺跡

岩屋古墳

下垣井戸の上古墳

塚さん古墳

山崎古墳

宗垣古墳

下垣古墳

常楽寺瓦窯跡

要害山城跡

西長江地区条里遺跡

大塚古墳群

釜代古墳群

ちょう塚古墳

丹幸庵古墳

大塚荒神古墳

神主塚古墳

道栄寺古墓

古曽志川流域条里制遺跡

稲寄遺跡

茶臼山古墳群

屋敷古墳

奥谷敷裏山古墳

小丸山古墳

長瀬金蔵畑中古墳

弊差古墳

牛切会場古墳

小笹保宅北方古墳

東長江町

西長江町

″ 岩屋

〃 下垣

″ 山崎

〃 下垣

″ 常楽寺

〃 桜谷

古曽志町

古曽志町

″ 大塚

″ 神主塚

古志町

西谷町

縄文式上器片・石鏃・石錘

方墳4基

前方後円墳 (36)

方墳 (7.5× 7.5)

方墳 (9.5× 9.5)

山城

須恵器片

須恵器片

土師器・須恵器片

須恵器片

方墳 (16× 12)

リケB箕 (12× 12)

方墳 (11× 11)

'テ

B箕 (16× 15)

方墳 (9× 8)

方墳 (10× 10)

方墳2基

墳形不明(横穴式石室)

墳形不明(石室)

横穴式石室

須恵器片

円墳

円墳

須恵器片

方墳4・ 円墳1(35)

方墳2。 円墳1,不明7(半壊3)

円墳

方墳(47)(長持形石棺)

方墳倍け竹形石棺)

前方後方墳

五輪塔3・ 宝億印塔1

土師器・須恵器片

方墳 (21× 15)

方墳 (25× 22)

方墳 (13× 8)

方墳 (13× 13)

方墳 (6× 6)

方墳2基

方墳2基

フテを驚(15× 15)

方墳(8X8)

前方後円墳 (23)。 方墳(1l X■ )

須恵器片

須恵器片

方墳 (16× 14)

方墳 (11× ■)

方墳 (7× 7)

方墳 (11× 11)

'テ

B窯 (16× 16)

フ,B簑 (16× 16)

方墳 (13× 13)

円墳 (10)

石室・須忘器片

方墳(14X12)

石室・刀剣

墳形不明(消滅)

1775-4

1961-1・ 1963-1・ 1966-3

1966-3

=76



遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 遺 構 。 遺 物 献文

M067

M068

M069

M070

M071

M072

W1073

M074

Ml175

Ml176

M077

M078

h/1079

M080

M081

M082

N-71

N-71

N-76

N-76

N-75

N-75

N-76

N-67

N-67

N-74

N-82

N-82

N-82

N-82

N-75

N-75

古  墳

横 穴 群

古 墳 群

横 穴 群

城  跡

散 布 地

古  墳

集 落 跡

古  墳

散 布 地

墳吉

牛切古墳

牛切横穴群

寺津古墳群

北小原横穴群

寺津横穴群

寺津停留所裏横穴群

満願寺城跡

宍道湖底遺跡

中古志遺跡

大谷古墳

寺廻田遺跡

善坊古墳

清水遺跡

幸神遺跡

平屋敷古墳

西谷町

西浜佐陀町

″  寺津

古志町

古曾志町

″ 寺廻田

″ 善坊

″ 清水

″ 幸神

″ 寺廻田

墳形不明(消滅)

2穴

方墳3基

円墳3基

2穴

5穴

縄文式上器片

須恵器片

方墳2基

1960-1

1974-1

1980-1

1987-1

N.秋鹿

O.大野

選跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 遺 構 ・ 遺 物 献文

N001

N002

N003

N004

N005

N006

N007

N008

N009

N010

NO■

N012

N013

N014

N015

N016

N017

N018

N019

N020

N021

N022

N023

N024

N025

N026

N027

N028

N029

N030

N031

N032

N033

N034

N035

N036

N037

N038

N039

N-95

N-106

N-85

N-87

N-87

N-86

N-85・ 87

N-86

N-85

N-83

N-86

N-85

N-35

N-85

N-87

N-93

N-95

N-95

N-95

N-95

N-95

N-95

N-93

N-95

N-93

N-87

N-87

N-87

N-96

N-87

N-87

N-85

N-87

N-94

N-85

N-84

N-85。 86

N-86

N-93

散 布 地

古 墳 群

横 穴 群

寺 院 跡

古  墓

条 里 制

散 布 地

古  墳

古 墳 群

古 墳 群

経  塚

散 布 地

墳古

古

古

墓

墳

跡

墳

城

古

跡城

跡館

一久保遺跡

万才遺跡

佃遺跡

亀割坂古墳

後山古墳

雲岸寺古墳

廻田古墳群

雲岸寺東古墳群

結込古墳群

祝谷横穴群

雲岸寺跡

出雲郷古墓群

寺の前古墓群

秋鹿川流域条里制遺跡

西ノ空遺跡

池窪山古墳

丸山荒神古墳

大垣氏古墓

重里古墳

高下古墳

友田古墳群

鍛治屋谷古墳群

大垣大塚古墳群

亀畑山城跡

石曳古墳

狐松古墳

桑地谷古墳

床常古墳群

崎山古墳群

三栗屋奥古墳群

横木古墳群

岡本友田昔墳群

上岡城跡

鰐尾山城跡

経塚山経塚

井神谷西遺跡

井神谷東遺跡

大垣氏館跡

秋鹿町

″ 万才

″ 本谷

″ 雲岸寺

″ 本谷

″ 雲岸寺

″ 結込

″ 祝谷

″ 出雲郷

″ 本谷

大垣町

″ 吉砥

″ 重里

″ 高下

″ 友田

″ 鍛冶屋

″ 名原

岡本町石曳

″ 崎山

″ 古屋垣

″ 崎山

″ 三栗屋奥

″ 友田

古式上師器・須恵器片

方墳

方墳 (16× 16)

円墳 (7)

方墳7基

円墳2基

3基 (2基消滅)

古式上師器片

五輪塔2・宝億印塔10他多数

一石五輪塔

横穴式石室・須恵器片

円墳 (15)

円墳 (15)

円墳 (10)

円墳2基

円墳3基

方墳 (36× 33)・ 円墳 (54)

円墳 (10)

円墳 (15)

円墳 (10)

円墳5基

円墳3基

円墳3基

円墳3基

方墳2基

刀剣

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978-6

1978,6

1978-6

1978-6

1972-6

1951-1

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所 在 地 遣 構 連退 物 文 献

0001

0002

N-106

N-108

散 布 地 山崎遺跡

丁の坪遺跡

大野町山崎

″ 丁の坪

須恵器片

須恵器片

1978-9

1978-9

=77



遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 地在所 物遺構遺 献文

000色

0004

0005

0006

0007

0008

0009

0010

00■

0012

0013

0014

0015

0016

0017

0018

0019

0020

0021

0022

0023

0024

0025

0026

01127

0028

0029

0030

0031

0032

0033

0034

0035

0036

0037

0038

0039

0040

0041

0042

0043

0044

0045

0046

0047

0048

0049

0050

N-105

N-103

N-108

N-104

N-104

N-106

N-104

N-106

N-108

N-106・ 10〔

N-103

N-105

N-106

N-103

N-102

N-104

N-104

N-108

N-104

N-104

N-104

N-93

N-104

N-104

N-104

N-106

N-105

N-106

N-106

N-104

N-104

N-104

N-106

N-104。 10〔

N-106

N-106

N-104

N-104

N-104

N-104

N-104

N-106

N-104

N-93

N-106

N-100

N-100

N-108

散 布 地

古 墳 群

古  墓

域  跡

散 布 地

古 墳 群

横  穴

横 穴 群

古  墓

経  塚

城  跡

寺 院 跡

散 布 地

祭祀遺跡

墳古

墳古

善谷遺跡

余慶大明神奉納遺物

津の森神社境内遺跡

上根尾古墳

風の前古墳

下屋敷古墳

大野越古墳群

山崎古墳群

新宮山古墳群

丁の坪古墳群

西添古墳群

大坪古墳群

国次古墓

十膳山城跡

紅遺跡

坂本遺跡

高木遺跡

片山遺跡

土居遺跡

秋国遺跡

小谷遺跡

太郎丸遺跡

古名塚古墳

山竹古墳

天王塚古墳

不動田古墳

金山荒神古墳

大森古墳

平廻古墳

坂本古墳群

高崎古墳群

南山古墳群

杢戸古墳群

廻田古墳群

栗無古墳群

北廻古墳群

本堂古墳群

井尻横穴

小谷横穴群

西光寺裏山古墓群

刈山古墓群

塚の鼻古墓群

惣源寺経塚

本宮山城跡

山月神社跡

魚瀬貝塚遺跡

魚瀬海良遺跡

杢戸祭祀遺跡

大野町前次垣

〃 津の森

″ 古屋垣

″ 松の前

″ 元石

″ 山崎

″ 新官

″ カロ々 坪

″ 上根尾

〃 大坪

″ 国次

″ 空山

上大野町任

″ 小谷

″ 高木

″ 片山

″ 寺の前

″ 秋国

″ 小谷

″ 太郎丸

″ 江

″ 山竹

″ 下毛畑

″ 不動田

″ 殿山

〃 平廻

″ 光久

″ 官咲

″ 南

″ 杢戸

″ 廻田

″ 栗無

″ 宮倉

″ 井尻

″ 大床

上大野町土居

″ 番上

魚瀬町貝塚

″ 海良

上大野町杢戸

須恵器片

土製支脚

土師器。須恵器片

グテB簑 (7.5× 7 5)

方墳 (13× 12)

墳形不明(横穴式石室)

方墳4基

方墳2基

前方後方墳1・ 方墳2

方墳6基

方墳2基

方墳3基

五輪塔

須恵器片

須恵器片

須恵器片

土師器・須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

須恵器片

墳形不明

方墳 (10× 10)

方墳 (15× 15)

方墳 (13× 13)

方墳 (12× 12)

方墳 (9× 9)

前方後方墳 (43.5)

方墳4基

方墳5基

方墳3基

方墳2基

方墳2基

方墳2基

方墳3基

方墳2基

玄室のみ残

2穴 (消 滅)

五輪塔・宝億印塔

五輪塔

五輪塔

(消 滅)

凹石

土師器片

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1977-7

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

1978-9

P.旧市内

遺跡番号 地図番号 種  別 名 称 所 在 地 】返 構 】週 物 文 献

P001

P002

P003

P004

PC105

P006

N-60

N-61

N-69

N-62

N-60

S-28

城  跡

散 布 地

城  跡

散 布 地

横 穴 群

古  墓

松江城

天倫寺前遺跡

荒隅城跡

茶町遺跡

赤山横穴群

堀尾忠晴公墓

殿町

国屋町

茶町

北堀町赤山

栄町

平山城・天守

石斧・石皿・黒曜石

土塁・階段状遺構

石斧

須恵器片(消 滅)

五輪塔

1980-1

1980-l

=78



埋蔵文化財包蔵地の取扱いについて

1.民間開発の場合

(1)開発行為を計画されたら、出来るだけ早い段階で本書によって埋蔵文化財包蔵地の有無について確

認 して下さい。

(21 埋蔵文化財包蔵地については、本書において出来るだけ正確な位置を記入 しているが、その範囲等

については図面上では表現 しきれないので該当地において開発行為を計画された場合は、松江市教育

委員会社会教育課 と現地立会 して範囲を確認 して下さい。

(3)分布調査にあたっては、主として山林の尾根沿いに踏査 した。畑地、水田地については作物等の関

係から立入を遠慮 した場所 もあり未踏査の地域が多い。又、同じ山林でも樹木が密生 して見通 しのき

かない場所においては古墳等の有無は確認出来なか った。

従 って地図上でマークのない部分については必ず しも該当しないということにはならないので、そ

部分において開発行為を計画される場合は、念のため早い時期に分布調査を依頼されたい。

(4)上記(lX2113)の項において、開発予定区域内に埋蔵文化財包蔵地が該当する場合で学術的価値が高い

と認められるものについては、極力現状のまま保存出来るように配慮 してもらいたい。通常のものに

ついては、事前に発掘調査を実施 して価値を認かめることになる。

(51 発掘(=工事 )1こ あたっては、ェ事に着手 しようとする日の60日 前までに「埋蔵文化財発掘届出書」

(別紙様式 1)を文化庁長官に届け出なければならない。 (文化財保護法第57条 の 2)

一方では、松江市教育委員会教育長宛に「発掘調査依頼書」を提出されたい。

(6)松江市教育委員会は、上記依頼書を受理 したのち、「埋蔵文化財発掘調査通知書」を文化庁長官宛

に提出し、発掘調査を実施することになる (文化財保護法第98条 の 2)が、調査に必要な経費につい

ては事業者に負担をお願いしている (文化財保護法第98条 の 2の 3)のでよろしく御協力願いたい。

但 し、事業者が個人であって、 もっぱらその個人の用に供する住宅の建築等に伴 う発掘調査につい

ては、地方公共団体が国庫補助等によって実施するのが適当と考えられている。

17)工事中に古墳や横穴など遺跡と認められるものを発見されたときは、その現状を変更することなく、

遅滞な く「遺跡発見届出書」01紙様式 2)を文化庁長官宛に届出け出なければならない。 (文化財保

護法第57条 の 5)そ の場合の届け出義務者は、土地所有者 となっている。

18)上記の「遺跡発見届出書」を提出 した後の遺跡の取 り扱いについては、上記 4及び 6と 同様の手続

きが必要である。

191 土木工事 もしくは、農作業等において土器のかけらなど埋蔵文化財と認められるものを発見された

ときは、所轄の松江警察署長宛「埋蔵文化財発見届出書」01紙様式 3)を提出しなければならない。

(遺失物法第 13条 )

2.国の機関等の行う開発事業の場合

(1)こ こでいう国の機関等とは、「松江市」はもとより、他に政令で定められたものとしては、「財団

法人松江市開発公社」・ 「財団法人松江市観光開発公社」が該当する。

12)国の機関等において公共事業にかかる開発行為を企画された場合なるべ く早い段階で本書によって

埋蔵文化財包蔵地の有無について確認 して下さい。



儡)不明な箇所については、現地立会 もしくは分布調査を松江市教育委員会へ依頼されたい。

14)上記12)及 び0の結果、開発予定区域内に埋蔵文化財包蔵地が該当する場合で学術的価値が高いもの

については極力、現状のまま保存出来るように配慮 してもらいたい。通常のものについては、事前に

発掘調査を実施 して価値を確かめることになる。

(51 発掘 (=工事 )に あたっては、文化庁長官或「埋蔵文化財発掘調査通知書」 (別紙様式 4)を提出し

なければならない。 (文化財保護法第57条 の 3)

一方では、発掘調査の依頼書を松江市教育委員会教育長宛提出されたい。

俗)松江市教育委員会は、上記(41の依頼書を受理 したのち「埋蔵文化財発掘調査通知書」を文化庁長官

宛に提出し発掘調査を実施することになる (文化財保護法第 68条の 2)が調査に必要な経費について

は事業者負担となっている (文化財保護法第68条の 2の 3)。

但 し、公立学校の建設事業に伴 う発掘調査については建設場所を定めるため遺跡の範囲や、遺構の

あり方の概要等を確認する調査については、文化庁所管の補助事業 として実施する。計画決定後の建

物部分の発掘調査は、公立学校施設費の中の付帯工事費として認められている。

(η 工事中に古墳や横穴など遺跡と認められるものを発見されたときは、その現状を変更することなく、

遅滞な く「遺跡発見通知書」 (別紙様式 5)を 文化長官宛提出しなければならない。 (文化財保護法

第57条 の 6第 1項 )その場合の通知義務者は土地所有者となっている。

18)上記の「遺跡発見通知書」を提出 した後の、遺跡の取扱いについては、上記(51及 び16)と 同様の手続

きが必要である。

(91 土木工事等により上器のかけらなど埋蔵文化財と認められるものを発見されたときは所轄の松江警

察署長宛「埋蔵文化財発見届出書」を提出しなければならない。 (遺失物法第 13条 )

′80



第
  
  
  

号

年
 

月
  

日

文
化

庁
長

官
 

殿

住
 

所

氏
名

等

遺
跡

発
見

の
〔 届

出
・

通
知

〕
に
つ

い
て

遺
跡

と
認

め
ら
れ

る
も
の
を
発

見
し
た
の
で

、
文
化
財
保

護
法

(昭
和

25
年

法

律
第

21
4号

)〔
第

57
条

の
5第

1項
・

第
57
条

の
6第

■
項

〕
の
規
定

に
よ

り
、

別
記

1の
事
項

に
っ

い
て
、
関
係
書
類

を
添
付

し
、
別
記

-2
の

と
お

り
〔 届

出
・

通
知

〕
し
ま
す

。

鸞



ヽ ∞ 嗚

【男
1 
 
言己

  
 1
】

1 
遺

跡
の

種
類

2.
遺

跡
の

所
在

及
び
地

番

3.
遺

跡
の

所
在

す
る
土

地
の

所
有

者
の

氏
名

又
は
名

称
及

び
住

所
並

び
に
法

人
に

あ
っ
て

は
、

そ
の
代

表
者

の
氏

名

4 
遺

跡
の
所

在
す

る
土

地
の

占
有

者
の

氏
名

又
は

名
称

及
び
住

所
並

び
に
法

人
に

あ
っ
て

は
、

そ
の
代

表
者

の
氏

名

5.
遺

跡
の
発

見
年

月
日

6.
遺

跡
を

発
見

す
る

に
至

っ
た
事

情

7.
遺

跡
の
現

状

8 
遺

跡
の
現

状
を
変

更
す

る
必

要
の

あ
る

と
き

は
、

そ
の

時
期

及
び
理

由

9.
出

土
品

の
あ

る
と

き
は

、
そ

の
種

類
、
形

状
及

び
数

量

10
.遺

跡
の
保

護
の

た
め

に
執

っ
た

、
又

は
執

ろ
う

と
す

る
措

置

11
,そ

の
他

参
考

と
な

る
べ

き
事

項

【添
付

書
類

】

遺
跡

が
発

見
さ
れ

た
土

地
及

び
そ

の
付

近
の
地

図
並

び
に
土

木
工

事
等

に
よ

り
遺

跡
の

現

状
を
変

更
す

る
必

要
が

あ
る

と
き

は
、

当
該

土
木

工
事

等
の
概

要
を
示

す
書

類
及

び
図

面
。

【男
J 
 
ヨ己

  
 2
】

57
条

の
5第

1項
・

5
7条

の
6第

1項
  
  
  
 _

(O
で

囲
む

こ
と

)

キ旨
導

事
項
 1
発

掘
調

査
  

工
事
立

会
  

慎
重
工

事
  

そ
の
他

(
)

起
案

決
裁

発
送

継

提
 

出
 

書
保
 

管
 

証
認

定
通

知
帰

属
報
 

告
 

書

催
意

事
項

〕
①

太
線

内
は
届

出
。
通
知
者

が
記
入

。
 

②
指
導

事
項
欄

は
都

道
府
県

教
育

委
員

会
が
記
入

。

③
l・

6・
7・

指
導

事
項
欄

は
該
当
項

目
を
Oで

囲
み

、
該

当
項

目
の

な
い
場
合

ば
滴

記
入

。

1.
遺

跡
の
種
類

散
布

地
 
集

落
跡
 
員
塚
 
都
城
跡
 
官
衡

跡
 
城

館
跡
 
社

寺
跡
 
古
墳
 
横

穴
墓

そ
の
他

の
墓
 
生

産
遺
跡
 

そ
の
他

の
遺
跡
( 
  
  
  
  
  
  
  
)

遺
跡

の
時

代
旧
石

器
 
縄

文
 
弥

生
 
古
墳
 
奈

良
 
平

安
 

中
世
 
近

世
 
そ
の
他
( 
  
 )

2.
所

在
地

3 
土
地

所
有
者

氏
名

等

住
 

所

4 
土
地

占
有
者

氏
名

等

住
 

所

5。
発

見
年

月
日

年
月

日
～
 

日
  
 

年
月

日

6.
発

見
の
事
情

土
木
工

事
中
( 
  
  
 )
分

布
調
査
 
試
掘

調
査
 

そ
の
他
( 
  
  
 )

7.
現

 
状

宅
地
 
水

田
 
畑

地
 
山
林
 

道
路
 

荒
蕪
地
 
原

野
 

そ
の
他
( 
  
  
 )

8.
現

状
の
変
更

時
期

年
月

日
～

年
月

日

理
由

9,
出

土
品

鰻
類

、
形
状

、
数
量

)

10
.保

護
措

置

11
.参

考
事

項



第
  
  
  

号

年
 

月
  

日

文
化

庁
長

官
 

殿

住
 

所

氏
名

等

埋
蔵

文
化
財
発
掘

の
(届

出
・

通
知

〕
に
つ

い
て

周
知

の
埋
蔵

文
化

財
包
蔵
地

に
お
い
て
土

木
工
事

等
の

た
め
の
発

掘
を
実
施

し
た
い

の
で
、
文
化

財
保

護
法

(昭
不B

25
年

法
律
第

21
4号

)〔
第

57
条

の
2第

1項
・

第
57
条

の
3第

■
項

〕
の
規
定

に
よ

り
、
別

記
1の

事
項

に
つ

い
て

、
関
係
書
類

を
添
付

し
、

別
記

Zの
と
お

り
幅

出
。
通

知
〕

し
ま
す

。

ヽ ∞ ω



ヽ ∞ へ
【男

J 
 
言己

  
1】

1.
土

木
工

事
等

を
し

よ
う

と
す

る
土

地
の
所

在
及

び
地

番

2 
土

木
工

事
等

を
し
よ

う
と
す

る
土

地
の
面

積

3.
土

木
工

事
等

を
し
よ

う
と
す

る
土

地
の
所

有
者

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
住

所

4.
土

木
工

事
等

を
し
よ

う
と
す

る
土

地
に
係

る
遺

跡
の
種

類
、
員

数
及

び
名

称
並

び
に
現

状

5 
当

該
土

木
工

事
等

の
目
的

、
計

画
及

び
方

法
の
概

要

6.
当

該
土

木
工

事
等

の
主

体
と
な

る
者

(当
該

土
木

工
事

等
が

請
負

契
約

等
に

よ
り
な

さ

れ
る

と
き

は
、
契

約
の

両
当
事

者
)の

氏
名

及
び
住

所
(法

人
そ

の
他

の
団

体
の
場

合
は

、

そ
の

名
称

及
び
代

表
者

の
氏

名
並

び
に
事

務
所

の
所

在
地

)

7.
当

該
土

木
工

事
等

の
施

行
担

当
責

任
者

の
氏

名
及

び
住

所

8 
当

該
土

木
工

事
等

の
着

手
の
時

期

9 
当

該
土

木
工

事
等

の
終

了
の
予

定
時

期

10
 
そ

の
他

参
考

と
な

る
べ

き
事

項

【
添

付
書

類
】

土
木

工
事

等
を

し
よ

う
と
す

る
土

地
及

び
そ

の
付

近
の
地

図
並

び
に

当
該

土
木

工
事

等
の

概
要

を
示

す
書

類
及

び
図

面

指
導

事
項

1発
掘

調
査
 

工
事
立

会
 

慎
重
工

事
 

そ
の
他

(
)

駐
意
事
項

〕
①

太
線

内
は
届

出
・

通
知
者

が
記
入

。
②

指
導
事
項
欄

は
都
道
府
県

教
育
委
員

会
で
記
入

。
③

遺
跡

の
種
類

。
現
状

。
時
代
及

び
指
導

事
項

欄
は
該

当
項

目
を
○

で
囲

み
、
該

当
項

目
の
な
い
場

合
は

()
内

に
記
入

。

57
条

の
2第

1項
・

57
条

の
3第

1項

(O
で

囲
む

こ
と

)

1.
所

在
地

2.
面

 
積

3.
土

地
所
有
者

氏
名

等

住
 

所

4.
遺

跡
の
種
類

散
布

地
 
集

落
跡
 
貝
塚
 
都
城
跡
 
官
衛
跡
 
城
館
跡
 
社
寺
跡
 
古
墳
 
横

穴
墓

そ
の
他

の
墓
 
生
産

遺
跡
 

そ
の
他

の
遺
跡

( 
  
  
  
  
  
  
  
)

遺
跡

の
名
称

員
数

遺
跡

の
現
状

宅
地
 
水

田
 

畑
地
 

山
林
 
道

路
 
荒

蕪
地
 
原

野
 

そ
の
他
( 
  
  
  
)

遺
跡

の
時
代

旧
石
器
 
縄

文
 
弥
生
 
古
墳
 
奈

良
 
平

安
 

中
世
 
近
世
 

そ
の
他
( 
  
 )

5 
工

事
の

目
的

道
路
 
鉄

道
 
空

港
 
河

川
 

ダ
ム
 

学
校
 
住

宅
 
工

場
 
そ
の
他
建
物

(

宅
地

造
成
 
土

地
区
画
整
理
 
公

園
造
成
 

ガ
ス
 

電
気
 
水

道
 
農

業
関
連

土
砂
採
取
 
観
光

開
発
 

そ
の
他

の
開
発

( 
  
  
  
  
  
  
  
 )

工
事

の
概
要

6 
工
事
主
体
者

氏
名

等

住
 

所

7.
施

工
責
任
者

氏
 

名

住
 

所

8,
着

手
時

期
年

月
  

日
19
.終

了
時

期
年

月
日

10
.参

考
事

項

起
案

決
裁

発
送

継



号 日
年

第

文
化

庁
長

官
 

殿

住 機
関

埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査

の
通
知

に
つ

い
て

文
化

財
保
護
法

(昭
― 和

25
年

法
律
第

21
4号

)第
98
条

の
2第

1項
の
規
定

に
よ

り
、

埋
蔵
文
化

財
に
つ

い
て
発
掘

調
査

を
実
施

し
た
い
の
で

、
『
文
化
財
保
護
法

の
一
部

を

改
正
す

る
法
律
等

の
施
行

に
つ
い
て
』
(昭

和
50
年

9月
30
日

付
庁
保
管

第
19
1号

)第

11
-と

、
(1
)1
こ
― よ

り
、
別

記
1の

事
項

に
つ

い
て

、
関
係
書
類

を
添
付

し
、
別
記

2の

と
お

り
通
知

し
ま
す

。

所 名

Ｈ ∞ 翫



【月
1 
 
言己

  
 1
】

1.
発

掘
予

定
地

の
所

在
及

び
地

番

2 
発

掘
予

定
地

の
面

積

3 
発

掘
予

定
地

に
係

る
遺

跡
の
種

類
、
員

数
及

び
名

称
並

び
に
現

状

4 
発

掘
調

査
の

目
的

5 
発

掘
調

査
の
主

体
と
な

る
者

の
氏

名
及

び
住

所
(国

若
し

く
は
地

方
公

共
団

体
の
機

関

又
は
法

人
そ

の
他

の
団

体
の
場

合
は

、
そ

の
名

称
及

び
代

表
者

の
氏

名
並

び
に
事

務
所

の

所
在

地
)

6 
発

掘
担

当
者

の
氏

名
及

び
住

所
並

び
に
経

歴

7 
発

掘
着

手
の

時
期

8 
発

掘
終

了
の
予

定
時

期

9 
出

土
品

の
処

置
に
関

す
る
希

望

10
 

そ
の
他

参
考

と
な

る
べ

き
事

項

【
添

付
書

類
】

1.
発

掘
予

定
地

及
び

そ
の
付

近
の
地

国
(周

知
の
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
に

お
け

る
発

掘
の

場
合

は
、

当
該

地
図

に
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
の
概

略
の
範

囲
を
記

入
し
た

も
の

)

2 
発

掘
担

当
者

が
発

掘
調

査
の
主

体
と
な

る
者

以
外

の
者

で
あ

る
と

き
は

、
発

掘
担

当
者

の
発

掘
担

当
承

諾
書

3 
発

掘
予

定
地

の
所

有
者

の
承
諾

書

4 
発

掘
予

定
地

に
つ

き
権

原
に
基

づ
く
占
有

者
が

あ
る

と
き

は
、

そ
の
承

諾
書

5 
発

掘
予

定
地

の
区
域

に
お

い
て

、
石

灰
石

、
ド
ロ
マ

イ
ド
、
耐

火
粘

土
、
砂

鉱
等

地
表

に
近

い
部

分
に
存

す
る
鉱

物
に
つ

き
鉱

業
権

が
設

定
さ
れ

て
い

る
と

き
は

、
当
該

鉱
業

権

者
の

承
諾

書

９ ９
記

【丹
J

は
意
事
項

〕
①

太
線

内
は
通

知
者

が
記
入

。
 

②
遺
跡

の
種
類

。
現
状

。
時
代
及

び
調
査

目
的
欄

は
、
該

当

項
目
を
○

で
囲

み
、
該

当
項

目
の
な
い
場

合
は
()
内

に
記
入

。

98
条

の
2第

1項

1所
在

地

2.
調

査
面

積

土
地

所
有
者

氏
名
等

3.
遺

跡
の
種
類

散
布
地
 
集

落
跡
 
貝
塚
 
都
城

跡
 
官
衝
跡
 
城

館
跡
 
社

寺
跡
 
古
墳
 
横

穴
墓

そ
の
他

の
墓
 
生

産
遺
跡
 

そ
の
他

の
遺
跡
( 
  
  
  
  
  
  
  
)

遺
跡

の
名

称
1員

数

遺
跡

の
現
状

宅
地
 
水

田
 
畑

地
 

山
林
 
道
路
 
荒
蕪
地
 
原

野
 

そ
の
他
( 
  
  
  
 )

遺
跡

の
時
代

旧
石
器
 
縄

文
 
弥
生
 
古
墳
 
奈

良
 
平
安
 

中
世
 
近
世
 

そ
の
他
( 
  
  
)

4 
謡馨

2憂
糧

a.
学

術
研
究
( 
  
  
  
  
  
  
 )
b.
遺

跡
整
備

c.
自

然
崩
壊

止 暑
蕎 麗
瑾
顧
豪
凡
建

(二
七 穐

〒
警
理

)

備
考

:

5,
調

査
主
体
者

氏
名

住
所

6.
発

掘
担

当
者

氏
名

住
所

経
歴

7.
着

手
時

期
年

月
  

日
18
 
終

了
時

期
年

月
日

9.
出

土
品

処
置

10
参

考
事

項

指
導

事
項

起
案

決
裁

発
送

継

提
 

出
 

書
保
 

管
 

証
認

定
通

知
帰

属
報
 

告
 

書



松
教

社
第
  
  
 

号
  
  
  
4.
発

見
の

年
月

日

平
成
  

年
  

月
  

日
平

成
  

年
  

月
  

日

松
江

警
察

署
長

 
殿

5.
発

見
の

場
所

島
根

県
松

江
市
  
  
 

町
  
  

番
地

保
管

者
 

島
根

県
松

江
市

末
次

町
86
番

地
6.
発

見
の

原
因

松
江

市
教

育
委

員
会

発
掘

調
査

に
よ

る
教

育
長
 

諏
  

訪
  

秀
  

富

7.
発

見
し
た
土

地
ま

た
は

家
屋

等
の

所
有

権
を

取
得

し
た

年
月

日

埋
蔵

文
化

財
発

見
届

平
成
  

年
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日
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財
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物
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島
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成
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、
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画
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平
成
  

年
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日

松
江

市
教

育
委
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教
育

長
  

諏
  

訪
  

秀
  

富
  

殿

住
 

所
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名
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、
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必
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の
他
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関 係 文 献 目 録
文献番号 者作署 名墓

自

1909--1

1918--1

-2
1919--1

1923--1

1925……1

1932--1

1933--1

1951--1

1955-1

1956--1

-2
1959--1

1960--1

1962--1

-2
1963--1

-2
1964--1

-2
1966--1

-2
-3
-4

1967-1

-2
-3

1968--1

-2
-3

1969--1

-2
-3

1970-1

-2
-3
-4

1971--1

-2
-3
-4
-5
-6

1972-1

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8

1973--1

-2
1974--1

-2
-3
-4

1975--1

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
-10
-11

-12
--13

--14

大道 弘雄

梅原 末治

梅原 末治

高橋 健自

梅原 末治

後藤藤四郎

後藤藤四郎

後藤藤四郎

山本  清

山本  清

山本  清

中澤 四郎

中澤 四郎

山本  学

島根県教育委員会

山本  清

島根県教育委員会

地方史研究所

山本  清

山本  清

山本  清

近藤  正

池田 満雄・門脇 俊彦

山本  清

山本  清

近藤  正

近藤  正

山本  清

近藤  正

島根県文化財愛護協会

近藤

前島 巳基

岩雄 巳基

池田 満雄

近藤  正

近藤  正

山本  清

松江市教育委員会

大野公民館

近藤  正

山本  清

山本  清

近藤  正

近藤  正

石橋 逸郎 。近藤

横山 純夫・近藤

近藤  正 。前島

山本  清

山本  清

山本  清

池田 満雄 。東森

井上 捐介

門脇 俊彦

近藤  正

島根県教育委員会

岡崎雄二郎

岡崎雄二郎

勝部  昭

島根県教育委員会

岡崎雄二郎

島根県教育委員会

島根県教育委員会

山本  清

門脇 俊彦

勝部  昭

岡崎雄二郎

山本  清 。近藤

中澤 四郎

町田 章・近藤 正

前島 巳基

加藤 義成

近藤  正

島根県教育委員会

一山  典・松本

正

正

基巳

市 良

前島

探雲記 (考古学雑誌 7の■～ 8の 9)

丹波国南桑田郡篠村の古墳 (考古学雑誌 9-1)
出雲国に於ける特殊古墳 (上)(考古学雑誌 9-3)
出雲国八束郡大草古天神山古墳発掘遺物

出雲国岡田山古墳調査報告 (中央史壇44)

古天神の古墳 (島根県史蹟名勝天然記念物調査報告 第 2輯 )

大庭の二子塚 (出雲歴史地理叢説)

安倍谷の古墳 (島根県え蹟名勝天然記念物調査報告 第 5穏 )

出雲国における方形墳と前方後方墳について (島根大学論集 第 1号 )

島根大学敷地薬師山古墳遺物について (島根大学論集 第 5号 )

須恵器より見たる出雲地方石棺式石室の時期について (島根大学論集 第 6

出雲国庁位置論と条里考 (島根タイムス31-2)
出雲・石見・ 隠岐の条里制 I・ I(郷土)

出雲の須恵器 (島根大学10周 年記念論文集)

薄井原古墳調査報告

横穴の形式と時期について (島根大学論集 第■号)

島根の文化財 第 3集

出雲国分寺趾 。国府趾調査報告 (出雲・隠岐)

小規模古墳について (島根大学論集 第13号 )

古墳の地域的特色とその交渉 (山険文化研究紀要 5号 )

山陰の上師器 (山陰文化研究紀要 6号 )

島根県下の青銅器について (島根県文化財調査報告 第 2集 )

山陰 (日 本の考古学― 古墳時代上)

山陰の石棺についてI(山陰文化研究紀要 7号 )

山陰の石棺についてI(山陰文化研究紀要 8号 )

島根県下の経筒について (島根県文化財調査報告 第 3集 )

山陰における古代・ 中世窯業の発見

御崎山古墳 (島根県文化財調査報告 第 5集 )

「出雲国風上記」所載の新造院とその造立者 (日 本歴史考古学論叢 第 2)

出雲国府跡発掘調査速報 (季刊文化財 第 7号 )

松江 。東光台横穴 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第I集)

松江・ とねり坂横穴群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第I集)

松江 。流田横穴群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第I集)

山陰の石棺についてⅢ (山陰文化研究紀要10号 )

出雲国庁跡発掘調査概報

大野郷土誌

茶臼山城跡 (季刊文化財 第■号)

松江・ 的場古墓群 (島根県遅蔵文化財調査報告書 第Ⅲ集)

松江 。西宗寺境内出上の壷 (島根県遅蔵文化財調査報告書 第Ⅲ集)

松江 。桧山古墓群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅲ集)

松江近辺出上の陶製壷その他 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅲ集)

松江・馬込山古墓群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅲ集)

松江 。松本修法壇跡 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅲ集)

島根県松江市的場土羨墓 (考古学雑誌57-4)
松江・井手平山古墳 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅳ集)

松江 。東光台古墳 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅳ集)

松江・ かいつき山古墳 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅳ集)

松江・上竹矢古墳 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅳ集)

松江・鍛冶屋谷古墳群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅳ集)

松江 。観音寺山古墳群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅳ集)

山陰の祭祀遺跡 (神道考古学講座 2)
八雲立つ風上記の丘設置事業報告

松江城二の丸米倉跡の発掘 (季刊文化財 第21号 )

松江・北小原横穴 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第V集 )

松江・湯谷横穴群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第V集 )

出雲国分尼寺跡 第 1次調査概報

史跡松江城二の九下の段遺構調査 (季子じ文化財 第23号 )

島根県遺跡目録

出雲国分尼寺跡 第 2次調査概報

古墳 (未発掘)(入雲立つ風上記の丘周辺の文化財)

岡田山古墳 (八雲立つ風上記の丘周辺の文化財)

御崎山古墳 (八雲立つ風上記の丘周辺の文化財)

十三免横穴群 (八雲立つ風上記の丘周辺の文化財)

縄文・弥生遺跡 (八雲立つ風上記の丘周辺の文化財)

条里遺構 (八雲立つ風上記の丘周辺の文化財)

古代官衛跡 (八雲立つ風土記の丘周辺の文化財)

古代寺院跡 (八雲立つ風土記の丘周辺の文化財)

古代祭祀遺跡 (入雲立つ風土記の丘周辺の文化財)

中世土豪関係遺跡 (八雲立つ風上記の丘周辺の文化財)

え跡出雲国府跡一環境整備報告書

松江・灘山古墳の発掘 (入雲立つ風上記の丘 No.■ )

号 )

′89



文献番号 者作著 名書

1976--1

-2
1977--1

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
-10
-■

-12
-13
-14
-15
-16

1978--1

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
-10

1979--1

-2
-3
-4
-5
-6

1980--1

-2
-3
-4
-5
-6

1981--1

-2
-3

1982--1

-2
1983--1

-2
1984--1

-2
1986--1

-2
-3

1987--1

-2
-3
-4
-5
-6

1988--1

-2
-3
-4
-5

1989--1

-2
-3
-4
-5
-6
-7

1990--1

-2
-3

岡崎雄二郎

島根県文化財愛護協会

風上記の丘資料館

松江市ほか

山本  清

島根県教育委員会

横山 純夫

原田 海竜

岡崎雄二郎

東森 市良

内田 律夫

東森 市良

前島 巳基

岡崎雄二郎

町田  章・ 池田 満雄

島根県教育委員会

島根県文化財愛護協会

横山 純夫

岡崎雄二郎 。原田 律夫

松本 岩雄

岡崎雄二郎

岡崎雄二郎・恩田  清

門脇 俊彦

岡崎雄二郎

島根県教育委員会

松江市教育委員会

大野公民館

平野 芳英

岡崎雄二郎

松江市教育委員会

島根大学考古学研究会

古藤 敦夫

島根県教育委員会

岡崎雄二郎

内田 文恵・岡崎雄二郎

島根県文化財愛護協会

松江市教育委員会

松江市教育委員会

松江市教育委員会

松江市教育委員会

島根県教育委員会

松江市教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

松江市教育委員会

足立 克己

岡崎雄二郎

甲斐 忠彦

松本 岩雄

松江市土地開発公社・松江市教育委員会

松江市教育委員会

島根県教育委員会

松江市土地開発公社・松江市教育委員会

島根県教育委員会

丹羽野 裕・足立 克己

中尾 秀信

昌子 寛光

島根県教育委員会

建設省松江国道工事事務研・島根県教育委員会

島根県教育委員会

東森 市良・柳浦 俊一

島根県教育委員会

島根県教育委員会

島根県教育委員会

松江市教育委員会

桑原 真治・広江 耕史

北脇 孝夫・入幡 賢―・萩  雅人

岡崎雄二郎・飯塚 康行

松江市都市開発部計画課・松江市教育委員会

島根県教育委員会

建設省松江国道工事事務所。鳥根県教育委員会

建設省松江国道工事事務所・島根県教育委員会

松本 岩雄

広江 耕史

松江市教育委員会

松江市・井ノ奥 第 4号墳の調査 (考古学ジャーナル No.120)

松江・平所遺跡 (季刊文化財 第26号 )

弥生式上器集成 (八雲立つ風上記の丘研究紀要 1)

松江新都市開発整備共同調査報告書

島根大学敷地菅田ケ丘古墳について (山陰文化研究紀要17号 )

国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書

狐谷横穴群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第Ⅶ集)

渕切 1号墳について (八雲立つ風主記の丘 No.22)

石造遺物 2例 (八雲立つ風上記の丘 No 22)

薄井原のころ上 (入雲立つ風上記の丘 No.23)

手染郷からみた嶋根郡家とその位置について (入雲立つ風土記の丘 No.24)

薄井原のころ下 (八雲立つ風上記の丘 No 24)

粗痕のついた縄文式土器の破片 (季刊文化財 第31号 )

山険の縄文後・晩期の諸問題 (日 本考古学協会昭和52年度大会発表要旨)

出雲国府域の調査とその成果 (日 本考古学協会昭和52年度大会発表要旨)

国道 9号線バイバス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書I
平所埴輪窯跡出土品を探る (季刊文化財 第29号 )

岩屋後古墳その破壊の歴史を探る (季刊文化財 第32号 )

出雲における同氾鏡の新例 (考古学雑誌63-4)
松江市平所埴輪窯跡 (松江考古創刊号)

松江市・井ノ奥 第 4号墳の調査 (松江考古創刊号)

石台遺跡について (松江考古創刊号)

向山西古墳郡調査概報 (松江考古創刊号)

遺跡の分布調査よりI(松江考古創刊号)

岩屋後古墳発掘調査概報

史跡金崎古墳群―昭和52年度環境整備事業報告書

続大野郷土誌

岩屋後古墳発掘記 (八雲立つ風上記の丘 No 26)

松江市・石屋古墳の調査 (考古学ジャーナル3月 号)

史跡大庭鶏塚発掘調査報告

菅田考古―地域へのアプローチ 第15号

朝酌

朝酌川河川改修工事にともなうタテチョウ遺跡発掘調査報告書

出雲国分寺瓦窯跡について (八雲立つ風上記の丘 No 35)

島根・鳥取・山口 (松江分)(日 本城郭大系 4)

速報山代郷正倉跡 (季刊文化財 第37号 )

論田遺跡発掘調査報告

出雲国造館跡発掘調査報告

史跡松江城環境整備報告書

松江市の遅蔵文化財

史跡出雲国山代郷正倉跡

喰ケ谷古墳群

団原遺跡発掘調査概報Ⅲ

風上記の丘地内遺跡発掘調査報告書 I

乃木二子塚古墳他詳細分布調査報告

松江・石台遺跡 (島根県坦蔵文化財調査報告書 第X集 )

松江 。道仙古墳群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第X集 )

黒田館跡

松江市北東部遺跡分布調査報告書 ①

岡田薬師古墳

堤廻遺跡

石台遺跡

松江市古曽志大谷 1号墳の調査 (季刊文化財 第57号 )

松江東工業国地内埋蔵文化財発掘調査概報 (季刊文化財 第58号 )

下黒田遺跡発掘調査概報 (季刊文化財 第58号 )

島根県遺跡地図I(出雲・隠岐編)

国道 9号線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書V
島根県生産遺跡分布調査報告書Ⅳ

松江 。南尾横穴墓 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第XⅣ集)

祖子分長池古墳

史跡出雲国山代郷正倉跡環境整備報告書

奥山遺跡発掘調査報告書

中国電力・北松江変電所造成予定地内発掘調査報告書

石台遺跡の発掘調査について (季刊文化財 第64号 )

布田遺跡の発掘調査 (季刊文化財 第64号 )

松江 。小倉見谷横穴群 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第XⅥ集)

間内越 1号墓・間内越遺跡

風上記の丘地内遺跡発掘調査報告Ⅵ

国道 9号線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅵ (夫敷遺跡)

国道 9号線建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ

松江 。灘山古墳 (島根県埋蔵文化財調査報告書 第XⅥ集)

勝負遺跡の発掘調査について (季刊文化財 第68号 )

松江東工業国地内発掘調査報告書
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松 江 の 歴 史 年 表

西 暦 時 代 ま つ え の 歴 史 日 本 の 歴 史

紀元前
8000

～10000年 前

先 土 器
古曽志・清水遺跡、平廻田遺跡
乃木福富・廻田遺跡

打製石器がつくられる。構による狩猟

縄

文

弥

生

古

墳

早   期

東長江 。後谷遺跡

手 角・寺ノ脇遺跡

東津田・石台遺跡

八 幡・竹矢小校庭遺跡

竹 矢 。法幸寺前遺跡

西川津・ タテチョウ遺跡、西川津遺跡

矢 田・保地遺跡

東津田・石台遺跡

法 吉・法吉遺跡

土器づくりを始める。

弓矢による小動物 (シ カ・ イノシシなど)の捕獲

貝塚の形成。

洞窟や竪穴式住居に住む。前   期

中   期

後   期

晩  期

＼

前  期

BC・
3

AD.2
タテチョウ。石台・春日各遺跡、西川津遺跡

平浜入幡宮所蔵 銅剣

荒神谷遺跡 (銅剣・銅鐸・銅鉾)

間内越 1号墳

九州に稲作が伝わる。

吉野ヶ呈遺跡

倭国大乱

卑弥呼、邪馬台国の女王となる。

239 卑弥呼、魏に使いを送る。

1

中   期

1

2
後

日U

期

期

3

4 新庄町・八日山 1号墳 (三角縁神獣鏡)

下東川津町・道仙古墳群、佃遺跡
西川津・金崎古墳群、客山古墳、大垣大塚古墳群
矢 田・石屋古墳、大庭養鶏、古曽志大谷 1号墳
山代二子塚
山代方墳、岡田山古墳 (銘文入大刀)

坂 本・薦井原古墳、北小原横穴、十二免横穴群

古墳の発生

仁徳天皇陵古墳造られる。

群集墳多く造られる。

藤ノ木古墳

5 中   期

6 後   期

7 飛   鳥 池ノ奥C遺跡 645 大化の改新   高松塚古墳

8 奈   良
733 出雲国風上記ができる。

出雲国庁跡、出雲国分寺跡、同尼寺跡

710 元明天皇、平成京に都を移す。
古事記、日本書紀つくられる。

9
平

安

東生馬 。平ノ前廃寺

坂 本・坊床廃寺

山 代 。四王寺跡

平浜八幡宮造営される。

桓武天皇、平安京に都を移す。

荘園、諸国に広がる。

藤原氏台頭、摂関政治

遺唐使廃止

10

1 1

12

13 鎌

倉

出雲 。隠岐の守護に佐々木義清が補任される。 ■92 源頼朝、征夷大将軍となり鎌倉に幕府をひらく。

14
室
　
　
町

南 北 朝 1346 神魂神社本殿造営

1562 毛利元就が荒限城を築 く。

1563 白鹿城落城する。

1583 神魂神社炎上、再建される。

1334 建武の新政
1335 足利尊氏そむき南北朝の動乱時代に入る。
1392 南北朝統一

1467 応仁の乱おこる。
1573 室町幕府がほろびる。

15
戦   国

16
安土挑山

17 江
　
　
一月

1600 堀尾吉晴、出雲 。隠岐の大守に任ぜられる。
1607～ 16■ 松江城築城。

1603 徳川家康、江戸に幕府をひらく。

18

19
明   治 1868 明治維新

20

′9=



松 江 市 の 歴 史

は じめ に

私たちの住むこの松江は、「橋といで湯の城下町」などとうたわれ

静かな湖畔のたたずまいの中に歴史の重みを投げかけているが、この

ような町に形づくられたのは、実は慶長12年 (1607)堀尾吉晴による

松江城築城以来のことである。

それまでは、大橋川の両岸に末次村と白潟村という小さなむらがあ

るだけで大部分は低湿地であったようである。

さらに時代がさかのぼって、奈良時代における政治、文化の中心地

はどこかといえばそれは松江市の南郊、大庭地区一帯に求められる。

当地区には、出雲国庁跡や出雲国分寺、意宇六社などの官衡、寺院ゝ

神社が集中していることから容易にうなずける。

ましてや、その前代である古墳～弥生～縄文時代の遺跡となるとは

ぼ松江市全域にその分布がみられる。このような遺跡はその一つ一つ

が過去の歴史を物語る貴重な文化遺産というべきものである。

たとえば、山中で拾った黒躍石製のやじりから黒曜石を求めてはる

か海をへだてた隠岐島の人々と交易を行い、その弓矢でシカやイノシ

シを追いかけ山野を走りまわっていた縄文人の姿を思い浮かべる。又、

畑を耕作していて偶然目についた 1片の上器のかけらや、小高い山の

尾根にある古墳から、谷間を切り開き、水口や畑へと開発していった

農業開拓者の苦難の道を想像せずにはいられない。

このように、遺跡は私達の祖先が過去数千年にわたって営みを続け

てきた生活の足跡であり、それは大昔の人々の生業、概念、技術など

の生活体系を知る上で貴重な資料と言えよう。

それではこれからしばらく松江の歴史をひもといて見ることにしよ

う。

先土器時代 のまつ え

先生器時代とは、人々が未だ土器の使用を知らず石器をおもな道具

として、狩猟、採集の生活を営んでいた時代である。

今から約200万年～ 1万年前の間のことと一般に考えられている。

松江市においては、近年、古曾志町清水遺跡、乃木福富町廻田遺跡な

ど数箇所でナイフ形の石器が発見されているが住居跡は未確認であり、

今後の調査研究にまつところが大きい。

縄文時代の まつえ

縄文時代は人間が初めて上で作った焼き物を道具として使用し始め

た時代である。この時代に入ると、先土器時代と比較してその遺跡、

遺物の数は、やや増加する。縄文時代の人々の生活は、基本的には先

土器時代と変わりないが、土器と弓矢を発明、使用した点で生活様式

は著しく変化したものと思われる。

松江市における最も古い形式の上器は、手角町「寺ノ協遺跡」出土

の条痕文土器であろう。内外両面に貝殻条痕を施した深鉢形の土器で

早期末頃の所産であると考えられる。

前期になると東長江町の「後谷遺跡」や前出の寺ノ脇遺跡、八幡町

7案
キキ

条痕文土器 (寺 /脇追跡)

Z92

一―
鰯
翼

の「竹矢小学校校庭遺跡」東津田町の「石台遺跡」において条痕地に

種々の爪形文を付けたもの、爪形文だけのものなどが検出されている。

中期に入ると、縄文地に爪形文を施したものや、縄文地に貼付口縁

を付したり、その口縁に刺突文を加えるものなど山陰地方独自の様式

が現れてくる。

特に寺ノ脇遺跡だけにみられる特色として、土器外面のほぼ全体に

各種撚糸文地に平行沈線を施す上器片が 1地点から多量に発見されて

いることがあげられる。撚糸文地に平行沈線を施す土器片のあること

や、その胎上の質や肉厚などから、おおよそ中期頃の所産と考えられ

ている。また縄文地貼付口縁系の上器は「波子式」と呼ばれ山陰海岸

部特有の土器である。

松江市においても竹矢町「法華寺前遺跡」や寺ノ脇遺跡で縄文地爪

形文土器と共にこの波子式が出上し、山陰中期の代表的な土器となっ

ている。

後期以後になると遺跡の数は著しく増加する。遺物にも山陽、近畿

地方の強い影響が現れ、地方色は次第に薄らいで行く。

土器の文様は、摩消縄文が大部分である。形式は多様化するが文様

的特色は減少する。

市内における後～晩期の遺跡としては、前出の「石台遺跡」、西川

津町の「タテチョウ遺跡」、矢田町の「保地遺跡」、法吉町の「法吉遺

跡」、竹矢町の「才塚遺跡」が知られる。また竹矢町の「出雲国分寺

跡」や大革町の「岩屋後遺跡」の発掘の際にも縄文晩期の粗製土器片

が出土している。

石斧は、打製と磨製のものと二種類あるが、火成岩質の硬質のもの

で樹木の伐採や、竪穴住居の掘削、土地の開墾など多目的に使用され

爪形文土器 (石台遺跡) 石製品 (寺 ノ脇遺跡)



たものであろう。

石錘は、魚網のおもりに使用

したものであるから、中海を中

心とした内湾性の漁労のおこな

われたことが考えられる。

石鏃は、弓矢の先端に取りつ

けたやじりで、黒曜石製の物で

ある。山陰地方における黒躍石

の産出地は、隠岐島の島後のみ

に限定されているので当時隠岐

島の人々と物々交換によって入

手したものであろう。この石鏃

を取り付けた弓矢をもって、シ

カやイノシシを山野に追いかけ

ていたことであろう。

磨石、石皿は、デンプン質の

O         Scrn

―扁平打製石器 (石台遺跡)

木の実や根茎類を叩きつぶして調理する時に使用したもののようであ

る。

縄文時代の後～晩期になると自然条件が悪化し、気候も冷却化して、

食料の獲得がむずかしくなってきた。一方では、徐々に人口が増加し、

生活の維持が困難となったので、より安定 した食料源を求めるように

なった。そこで食用植物の半栽培や栽培を手始めとして、畑作物をつ

くりはじめていたらしいことが、最近の発掘調査で明らかになりつつ

ある。

前出の石台遺跡では、大量の扁平打製石器が出土したが、両側面は

著しく内側へ打ちかかれており、刃先と基部において磨滅している。
これらのことから、この石斧は砂地において根茎類の食用植物を栽

培した際に上掘具として使用したものであろうと考えられている。

弥生時代に至り水稲耕作の技術を導入し、それがまたたく間に西日

本全域に広まった背景には、縄文時代の後晩期に、すでに狩猟、漁労

という採集の段階から脱皮して、農耕社会ヘー歩近づいた生業を営ん

でいたことが要因の一つとなっていたのであろう。

弥生時代 の まつえ

紀元前 2～ 3世紀頃になると中国南部で成立した水稲耕作の技術が

恐らくは朝鮮半島経由で北九州に伝わってきた。福岡の板付遺跡では

初期の頃からしっかりした水日の畦畔を有し農耕具も完備していたよ

うである。

農耕技術はまたたく間に西日本全域に普及していった。生活様式の

大きな変化に伴って生活上の重要な役割を担っていた土器も大きく変

化した。この時代の上器は弥生式土器と呼ばれ、縄文時代の上器と違っ

て簡素で実用的、機能的な形をしている。上器の形式も、食物を煮炊

きする 《甕》、食物などを貯える 《壷》、お祭りに使った特殊な 《高芥》

や 《器台》などに統一されていく。

石器は、縄文時代ほど大量には使わなかったようであるが、それで

も隠岐島産の黒曜石製石鏃や瀬戸内海沿岸で多く使用されていたサヌ

カイト (安山岩)製の石鏃が時

折発見されている。

前期の土器は北九州の影響を

強く受けるが、中期～後期に至っ

ては、山陽地方や畿内の影響を

全面的に受けることになる。後

期後半になると 《九重式土器》

と呼ばれる極めて特徴的な土器

文化が出雲部を中心に発達 して

いったことが注目される。

松江市内では法吉地区の春日

遺跡、法吉遺跡、川津のタテチョ

ウ遺跡、津田の石台遺跡などの

低地遺跡から前期の上器が発見

されている。タテチョゥ、石台

|          ｀゙       メ       i

弥生後期の上器 (タ テチョウ遺跡)

υ  tre 
の

―
巡意馘併「

―

つ

弥生前期の上器 (タ テチョウ遺跡)

弥生中期の上器 (タ テチョウ遺跡)

ｍ

０‐Ｏｃ．0              10cm

マ
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弥生時代の石鏃 (友田遺跡)

分銅型土製品 (タ テチョウ遺跡)
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高杯形土器 (石合遺跡) 土笛 (タ テチ ョウ遺跡)



遺跡では、中期～後期の上器もみられるので農耕生活が継続的に発展

し、遺跡周辺において安定した農耕集落が形成されていったことが知

られる。

上乃木町の友田遺跡は、弥生時代中期から後期にかけての大規模な

集団墳墓群である。墳丘基は6基が互いに隣接して次々と送られ全国

的にも珍しく最古のグループに属する。土羨墓群は26基を数えいずれ

も石を周囲に配置し木棺を据えたもので管玉、勾玉、石鏃が出上した。

貼石方形墓は、長辺約■mの 四隅突出型墓である。これら3種類の

異なる形態の墳墓群は、この頃の墓制を考える上で極めて貴重な遺跡

であったが土地区画整理事業により消滅した。

矢田町の間内越 (ま ないごし)1号墓は、小型の四隅突出型墳丘墓

で8.8m× 6.7m、 高さ60Cnlの長方形墳丘の四隅に幅2m、 長さ約3m
近くの突出部をそれぞれ設け、斜面に石を貼って全体の形を整えたも

ので古墳時代直前の墳墓として貴重である。

髯
憬

|

間内越 1号墓 (四隅突出型墳丘墓)

古墳時代の まつえ

弥生時代以来の農業生産力を基盤として成長してきた各地域の首長

は、やがて政治的にも経済的にも強大な実権を掌握するようになった。

それは、葬制に特に顕著にあらわされ生前の実力を誇示するかの如

く大量の労働力を駆使して壮大な墓をつくるようになった。それが古

墳である。

古墳には、方墳、円墳、前方後方墳、前方後円墳などの形があるが、

市内では方墳と前方後方墳が圧倒的に多い。この傾向は、広く出雲地

間内越 1号墓出土壷

）喝
〓″

ギ

ー

し

石屋古墳 (方墳)

古曽志大谷 1号墳 (前方後方墳)

井ノ奥第 4号墳 (前方後円墳)
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岡田山 2号墳 (円 墳 )



方全体についても言えることである。現在日につく古墳の大多数は、

それぞれの地域を農業開発していった支配者層の墓であったと思われ

る。

三角縁波文帯四神三獣鏡 (八 日山第 1号墳出土)

普通一辺10m前後、高さlm前後の方墳が多いが、まれに一辺40m

余の大形の方墳もある。前方後方墳では、小規模のものは少なく長さ40

～50m級のものが多い。円墳や前方後円墳は在地勢力の所産というよ

りは、西暦 5世紀代以後、出雲地方に波及 した畿内勢力の影響下に成

立したものと思われる。

市内では、前期の古墳の発見例は数少ない。矢田町の来留美古墳は

小規模ながら 《四隅突出型方墳》であった。又、下東川津の道仙古墳

群は一辺10m足 らずの方墳 3基が隣接して築造されていたが、その内

部主体は木棺や甕棺であった。新庄町所在の八日山第 1号墳は小規模

の長方形墳で内部主体は不明であるが、直径21Cal余 りの三角縁四神三

獣鏡が採集されている。

中期の古墳の代表例としては、西川津町の金崎古墳群や矢日町の石

屋古墳、古曾志大谷 1号墳が挙げられる。

金崎古墳の内、第 1号墳は全長32mの前方後方墳で後方部に竪穴式

石室があり山険地方では最古式の須恵器類、ガラス製他各種玉類、直

刀、鉾、剣他の鉄製品、紡製内花文鏡など多数の副葬品が発見された。

又、石屋古墳は、丘陵の突端を切削加工して築かれた一辺40mほ ど

の大型方墳で南西部と北東部にそれぞれ方形の造出部を設けている。

北東部の造出部からは多数の形象埴輪 (馬、人物、器財)が出土して

いる。

墳丘斜面には人頭大の石を葺き、中途に段を設けてその先端に円筒

埴輪を樹立するものである。大橋川下流域における交通上の要衝に立

地することから軍事的性格を強く帯びた豪族の墓であったと考えられ

る。

その他、国の史跡である大庭鶏塚や、山代二子塚も中期の大形古墳

として知られている。

大革町、風上記の丘センターの一角にある岡田山 1号墳は、全長24

mの前方後方墳で横穴式石室を設け組み合わせ式の家形石棺 1基が置

かれている。大正 4年、地元民の手により発掘された石棺の内外から

後漢代の内行花文鏡 1、 太刀 3、 刀子 3、 鍍銀環 2、 金銅製馬具類な

どが発見され6世紀後半頃の有力豪族の墓と考えられる。

太刀の内、円頭太刀の刀身には「各田 F臣」と判断出来る銀象嵌の

銘文が確認された。古代の部民制度や臣という姓制度を考える上で全

国的に極めて貴重な資料を提供した。

古曾志大谷 1号墳は、全長約46mの前方後方墳で前方部の前に台形

の造り出しをもつ。表面はほとんど葺石で覆われ、円筒埴輪も配列さ

れている。埋葬施設は不明だが、前方部の第二主体部からは鉄鏃、鉄

斧、刀子、須恵器蓋、鉄刀が副葬されていた。なかでも鉄刀は長さ約99

Clllの長刀で区 (ま ち)のあたりに割り込みがあって特別こしらえの優

品である。 5世紀後半から末頃の古代「佐太の国」の王とでもいうべ

き豪族の墓である。

東百塚山古墳群分布図    U字 型鉄製鍬先 (東百塚山古墳群)

後期になると、鉄製農耕具類の普及が促進されたので農業生産も一

段と高まりお墓も支配者だけでなく広く一般の人々も先祖累代の墓を

積極的に造るようになった。後期の群集墳とか横穴群と呼ばれている

ものがそれである。

群集墳の典型的な例としては大革町の百塚山古墳群があげられる。

東百塚山には52基、西百塚山には32基の合計84基 が知られている。そ

のほとんどが一辺10m前後の方墳である。横穴は、山の斜面に水平方

向へ墓室をくり強いたもので出雲地方はその密集地帯として全国的に

知られている。松江地区においても郊外の低丘陵斜面に多数つくられ

ておりその分布密度は高く、 5穴から30穴程度隣り合わせにつくられ

ているのが常である。代表的な横穴群としては、矢田町の十王免横穴

田和山第 1号墳玄室 (横穴式石室)

東百塚山古墳群分布図

平所遺跡埴輪窯跡出土品 (資料提供 :風上記の丘)
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十三免横穴群平面図

群や西浜佐陀町の

北小原第 2号穴が

有名である。

十王免横穴群は、

38穴が確認され石

棺を内蔵するもの、

壁画を有するもの、

須恵器屍床を有す

るもの、積石施設を有するものなど極めて変化に富んだ横穴群として

注目される。北小原第 2号穴は玄室左右に石棺をそれぞれ安置したも

ので2つの石棺を内蔵した横穴は県内に3例 しかない。又、墓室入ロ

の開塞石に「1」 字状の浮き彫 りが認められるが、これも極めて希有

なものである。

歴 史時代 のまつえ

古墳時代の後期に一般農民層の経済的基盤が一段と強まってきたこ

とにともなって支配関係も微妙に変化してきた。

畿内政権は、それまで地方の家族の長を掌握していればよかったが、

もはやそれだけでは支配力を行使することは困難となった。

そこで農民層一人一人を把握する必要にせまられてきた。大化の改

新から律令制度の導入へと大きく政治、社会の流れが変わっていった

背景にはそのような必要性があったのではないかと思われる。

大化二年、薄葬令が出され古墳時代以来の墳墓の造営が禁止された

が、出雲地方では横穴墓が、まだ依然として造られていた。このこと

は、矢田町十三免横穴群、狐谷横穴群、西津田町論田横穴群の玄室内

部において奈良時代頃の須恵器を副葬していることからわかる。

横穴の入日付近、前庭部床面からは奈良末～平安時代にかけての糸

切り底を有する芥が発見されるので墓前祭祀は平安時代頃まで行われ

ていたらしい。

このように、葬制の上から考えると律令制度の地方への浸透の度合

は、必ずしも完全なものとはいえなかったようである。

=96

出雲国分寺瓦窯跡出土瓦拓影 土 馬 (薦沢遺跡)

他方、仏教も政治的色彩を強く帯ながら地方に徐々に浸透し、有力

豪族の手により寺院が建立されたが、完全な伽藍配置のものではなかっ

た。

奈良時代の寺院は、当時編集された『出雲国風上記』 (以下「風土

記」という。)に「新造院」として記載されているが、瓦等の散布が

風上記記載の方位と距離からその遺跡が推定されている。

例えば、山代町の来美廃寺は、山代の北の新造院に、四王寺跡は山

代の南の新造院にそれぞれ推定されている。

これらは、いずれも出雲臣などの有力豪族が、その力を誇示するた

めに造営したものであろう。宗教的な色彩がどの程度民衆に反映した

のかは疑間である。

これに対して、出雲国分寺や国分尼寺は、聖武天皇の詔により各国

に lヵ 所ずつ造営された官立の寺院ということになる。これらの寺院

建築は、基礎をよくつき国めたのち柱の礎石を配列し、太い柱をたて

た後、屋根には重い瓦を書いている。瓦は、近くの丘陵斜面の窯で焼

かれたもので、その瓦窯跡が確認されている。

神社建築の起源については定かではないが「風上記」には松江市内

に54社 もの多くの神社のあったことが記載されている。大半の神社は

今もなお農村地帯にその姿を留めている。

大庭地区には、《意宇六社》と呼ばれる古式ゆかしい神社がある。

神魂神社、真名井神社、八重垣神社、六所神社、熊野神社、揖屋神社

がそれである。

∞
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小倉見谷第 1号穴平面図

日,t

小倉見谷第 1号穴出土遺物 出雲国庁復元図



これらの神社の頂点に立つのが出雲の杵築大社である。その祭祀を

つかさどる出雲国造家はもともと大庭・黒田畦地区一帯に推定される

「出雲神戸里」を本貫地として、古墳時代後期以後隆盛を極めた出雲

国内最大の豪族であった。

出雲国造は、意宇郡の役人として政務を執行するかたわら、一方で

は熊野大社、杵築大社の祭祀をつかさどり、勢力を一般民衆に浸透さ

せていった。ところが延暦17年 (798)の太政官符 (政府の命令書)

により国造と郡領の兼帯が禁じられたので、やがて住居の地を大庭か

ら杵築へと移したようである。しかし、熊野夫社や神魂神社の祭祀の

時にはやはりこの大庭の館に泊まり、儀式を執り行ったので、中世以

後明治の初期までは宿館として建物は存続していた。実際には、南北

朝時代に千家と北島の両家に分立するので宿館も2ヵ 所に別れてあっ

た。

国造館推定地の調査については、昭和54年度において周辺の同場整

備事業に先立ち主として水田地において発掘調査が実施されたが、お

びただしい数の須恵器、土師器片に混じって中国南宋から明時代にか

けての青磁、青白磁、白磁の碗、皿などの破片や布目瓦が発見され、

出雲国造の経済力の一端をうかがうことが出来る。

奈良時代の律令制度に基づいて、行政気候も整えられた。出雲国は、

9郡62郷 に区分統合された。南郊大革町の水田一帯には、出雲国府が

あった。これは、今の殿町界隈のような官庁街を想像してもらえばよ

いのであるがこの中には出雲国庁 (国衡ともいう。今の島根県庁のよ

うな役所で出雲国の行政を司った)、 意宇郡家 (今の松江市役所のよ

うな役所で意宇郡の行政を司った)、 意宇の軍団 (今の松江警察署の

ように治安、国防の任にあたった)、 意宇の駅 (今の松江駅のような

機関で、国の伝令を伝えるための馬をつないでいた)な どの諸官庁の

建物が立ち並んでいた。

この内、出雲国庁跡の所在地については、江戸時代以来学者によっ

て論議されてきたところであるが、恩田清氏によって毛利氏の検地帳

から「 こくてうJと いう水田の字名が発見されたことから六所神社北

方説がにわかにクローズアップされた。松江市教育委員会では、その

明確な位置を確認するため昭和43～45年度にかけて発掘調査を実施し

た。

その結果、水田下からおびただしい数の掘立柱穴や土器類が発見さ

れた。中でも、木簡 (当時は、紙が貴重であったので役所で使用する

メモやカー ドの類は全てうすく削った木札に墨で用件を記入した。)

や硯、墨書土器などの出土品は、筆を自在に扱う役人の存在を決定的

なものとしたため、ここが風上記にいう出雲国庁跡にはぼ間違いない

と思われている。

当時の租税は「イネJで納めた。そのため各地に米倉が必要であっ

たが『風上記』には「正倉」という言葉で表現されている。

この内、意宇郡山代郷の正倉は現在の大庭十字路付近に推定されて

いる。昭和53年以後の継続調査では、総柱づくりの高床式倉庫が2棟

と通常の建物が7棟発見されている。

福原町の圃場整備工事により

発見された芝原遺跡は、掘立柱

の建物跡21棟、総柱造りの倉庫

跡 5棟がやや計画的に配置され

ていた上、遺物をみると大量の

上器は8世紀後半から9世紀前

半にかけての須恵器が多く、墨書土器の中には「出雲家」のように出

雲氏の居館又は管理施設が近隣の地にあることをはのめかすものや

「校尉Jの ように軍団の職階を明確に表現するものもあり、製塩土器

や丹塗土師器も出土志、この地が出雲国風土記に記載される「島根郡

家」跡ではないかと考えられてしヽる。

一般民衆の殆どは、田を耕す農民であったが、彼らの住まいがどこ

にあり、どんな生活をしていたのかは調査が進んでおらずよく分かっ

ていない。

ただ、水田と山に挟まれたなだらかな斜面 (今、農家や畑のあるあ

たり)にはよく見ると無数の上器のかけらが落ちているので、恐らく

は、そういう場所で、昔から生活していたのであろう。

やがて、平安時代になると前代に整備された律令待」度が寺社勢力や

地方の上豪らによって有名無実化されていった。

これは、主として彼らによって荘園の拡大が図られ、私的土地所有

が進んだことによるものである。

市内における荘園の名我りは、大野地区などに見られる。

そこは「土居Jな ど荘園にちなんだ字名が遺存し、古文書の上では

「大野庄」とみえる。

又、石清水入幡宮の別官として八幡町に「平浜八幡宮」が造営され

た。

一方、平安期の寺院跡は、坂本町の「坊床廃寺」や生馬町の「平ノ

前廃寺」、山代町の「四王寺跡」において瓦や須恵器の散布が見られ

る。

中でも、「四王寺跡Jは『三代実録』貞観九年の条にみえる四天王

安置の寺に推定されている。これは、当時の新羅の侵寇を防ぐために

設置されたお寺である。

鎌倉時代以後、武士が政治の実権を握る時代となり、出雲、隠岐の

守護には佐々木義清が補任された。

以後、戦国時代に至るまでは、古文書、古記録の数少なく松江周辺

の詳しい様子はつかめないが、大橋川を挟んで「末次村」と「白潟村」

という二つの小さな村があった。

墨書土器 (芝原遺跡出土)

の

‐ｏｃｍ

出要国庁跡出土木簡 和銅開琳 (国庁跡)
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中世の墳墓で目につくのは五輪塔と宝億印塔である。いずれも、武

士や貴族の墓石として使用された場合と、供養塔とされた場合の二つ

の性格がある。鎌倉時代頃のものは、比較的大形のどっしりとしたも

のである。大庭町の正林寺豪山に「出雲国造廟」というのがあって、

この時代の五輪塔が安置したある。

その他、墓地の一角や山中にひっそりと祭られている石塔の殆どは

室町時代～江戸時代にかけてのものである。恐らくは、尼子～毛利の

合戦にかかるものであろう。

やがて、出雲国の守護も京極氏に替わったが、守護代尼子経久が富

田城主になったのちは、その支配力を中国一円に強め勢力を誇った。

しかし、安芸国に本拠を持つ毛利氏は尼子氏と対立し永禄 5年富田

城を攻略すべく、国屋町の荒和井山に「荒隈城」(洗合城とも書 く)

を向城として築いた。

荒隈城の調査は、昭和42年 に西半分が、住宅団地造成に伴って調査

され、山頂に掘立柱の建物遺構が検出されている。

昭和54年の東部の調査では、土塁と階段状遺構が発見された。

荒隈城には、毛利元就自ら布陣し、

法吉町の白鹿城を兵糧攻めで落とした

のち、富田城にも数回攻撃をしかけた

が守りは固くなかなか落とせなかった。

和 鏡 (荒隈城跡)

0       50cm

五輪塔 (正林寺)と 宝筐 FΠ塔 (二反田古墳)

しかし、永禄 9年ついに和議が成立し宮田城は毛利氏に明け渡された。

関ヶ原の合戦によって功のあった堀尾吉晴は慶長 5年 (lωO)出雲、

隠岐23万 5千石の大守として広瀬の富田城に入城した。

しかし、近代戦に不利であることと、広大な城下町を形成する必要

のあったことなどの理由で現在の殿町亀田山に城地を移した。

工事は慶長12年 (1607)か ら慶長16年 (16■)までの5年間にわたっ

て行われた。

城地最高所には、本丸をおき、五層六階の天守を築いている。本丸

周辺には三之九、二之丸下の段、後曲輪、外曲輪などを配し、三之丸

は現在の県庁敷地にあって藩主の御殿があった。

築城以来、ただの一度も戦乱に巻き込まれることなく明治維新を迎

えた。

新政府の方針はこうした城郭を無用の長物と見なし、とうとう明治 8

年に取り壊されることになったが、旧藩士らの嘆願により天守のみ保

存されることになり、今もなおその威容を誇っている。

松江城では、昭和47年度から環境整備事業に着手しているが、その

中で本丸遺構の発掘調査を実施し、当時の絵図である「松江城縄張図」

とほぼ合致する石積遺構が姿をあらわした。又、二之丸下の段では築

城初期から江戸末期に至るまで次々と立てられた米蔵の石積基壇が絵

図どおりの位置に検出された。

0            5cm

青磁碗 (荒隈城跡)

松江城米蔵遺構
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指定 文化財概 略一 覧表

(平成 3年 2月 現在)

種
~~所~~~―――――___ど旨定区分

国 宝 重要文化財 国  指  定 県  指  定 市  指  定 合 計

有

形

文

化

財

建 造 物 ユ 3 5 6

絵 画 1 3

彫 亥J 3 3 7

工 3 7

跡 2 1 3

古 文

考 古 資 料 2 1

無形文化財 工 技 術

民俗文化財
有 形 民 俗 文 化 財

無 形 民 俗 文 化 財 l ユ

記
　
念
　
物

史 跡 1

名 勝 1 l

史 跡 及 び 名 勝 ユ

天 然 記 念 物 (1) (1)

特 別 天 然 記 念 物

重 要 美 術 品

1

( )内 の数字は、地域を定めない物件もしくは旧法令による物件で、合計数には入れていない。

【国指定文化財】

通番
区 分
・ 種 R‖

名 称 数量
丁目    だ

年 月 日 所 在 地
所  伺  石

管 理 者 要概

1 国 宝

建造物

神魂神社本殿附内殿

1基心御柱古材 1箇

1棟 昭和

27  3 29

町

６３

庭

５

大 神 魂 神 社

秋上 洋二

正平元年 (1346)の 造営と伝えられ、神社建造物では最古である

20尺 (約 6m)四面、古式による大社造りで、結構壮大なことは

出雲大社についでいる。

童 文

建造物

松 江 城 天 守 1棟 昭和

10  5 13

殿  町

1

松 江 市 五層六階、本瓦葺、桃山時代の遺風を伝える壮重実戦本位の望
楼式独立天守である。慶長16年 (1611)完成、昭和30年春解体修
理が完成した。

3 重 文

建造物

菅田庵及び向月亭 1棟 昭和

16  5  8

菅 田 町

106

有沢 式保 菅田庵は、寛政 4年 (1792)松 平治郷(不味)の好みで山荘台地に

建てられ、向月亭は、その弟雲川の作、全国的にも風格のある
茶室である。

4 重 文

建造物

末社貴布相稲荷両神

社本殿

1棟 昭和

27  3 29

大 庭 町

563

神 魂 神 社

秋上 洋二

二間社流造りの珍しい神社建築様式で、室町時代 (天 正11年 一

1583)頃 の優れた建造物。昭和52年度解体修理完成。

5 文

画

重

絵

板 絵 著 色 神 像 3面 昭和

34 12 18

佐 草 町

155

八童垣神社

佐草 宗夫

本殿の障壁及び羽目板に描かれたもので、藤原期(893)の作と
伝えられ、神社壁画では稀有なものである。

6 文

刻

重

彫

木造十一面観音立像 1ヨ腫 治
ロ

明

３６

町

４６

庭

２

大 浄 音 寺

大北 哲也

もと神魂神社神宮寺の本尊。流麗で端正な仏像である。文永□
□(1260年代)の墨書のある、鎌倉時代の作品である。

7 文

刻

重

彫

木 造 薬師如来坐像 1ぢ幅 階和

35  7 31

枕 木 町

205

幸 蔵 寺

松田 秀保

本寺薬師堂の本尊 、高さ85 2 clll、 台座73clll法 衣手法流麗、全体
に精妙な彫刻で光背の中心に五仏を配 し、藤原初期の優品であ
る。

8 文

刻

重

彫

銅造阿弥陀如来立像 1躯 昭和

39  1 28

浜乃木町

143

善 光 寺

石倉  観

源頼朝の守本尊であったのを、夫人政子より受けた佐々木高綱
が、本寺に安置した。正治 2年 (1200)で 、全国三体の善光寺如
来中最も古く、鎌倉前期作の貴重な像である。
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通 番
区 分
oた旨R‖

名 称 数量 =営
   疋

年 月 日 所 在 地
所  伺  て

管 理 者
概 要

9 重 文

工芸品

銅 鐘 1個 明治

42  9 22

堂 形 町

589

天 倫 寺

横田 秀愚

朝鮮(高麗国)製 10■年の辛亥4月 8日 の銘文がある。総高871
cll。 雅美あお、れる音色にすぐれた名鐘である。

重 文

工芸品

太  刀 (銘 景光 ) 1個 昭

２８

大 正 町

435

雲洲三谷家

明 徳 会

三谷貴=郎

長さ75clll、 反り2 3 cm、 造り、庵練、作者景光は、鎌倉末期に

出た備前長船派の名工である。

11 重 文

工芸品

太  刀 (銘 貞真)

附 糸 巻 太 刀 棒

11固 昭和

28  3 3ユ

大 正 町

435

雲洲三谷家

明 徳 会

三谷貴‐郎

長さ71 2 cm、 反り2 8cm、 貞真は鎌倉時代の備前国福岡=文字

派刀工と伝えているが、現存の同作中随―の品である。

文

古

料

重

考

資

平所遺跡埴輪窯跡出

土品

1括 断
弦

矢 田 町 県 教 委 古墳時代の窯跡。昭和50年度発掘。形象埴輪、土師器等が出土

精巧な技術で美術的価値も高く古代史研究資料として貴重であ

る。

文

古

料

重

考

資

出雲岡田山古墳出土 1括 昭和

60  6 6

町

９６

革

４

大 六 所 神 社 岡田山 1号墳(6世紀後半頃)か ら大正 4年に出土した副葬品。

中でも円頭太刀は「額田部臣」の銀象嵌銘文を有し、古代の部民

制や氏姓制度を解明する上で貴重な根本資料である。

国指定

史 跡

出雲国分寺跡附古道 1所 大正

10 3 3
竹 矢 町 松 江 市 奈良時代に建立された寺院。金堂講堂・僧房等の礎石があり、

当時の堂塔配置を知ることができる。古道は我国では数少なく

意宇平野条里制及び国分寺の寺域画定に密接な関係をもつ。

国指定

史 跡

山 代 二 子 塚 1基 大正

13 12  9

山代町二

子塚4760

外18筆

角  正治

松 江 市

前方後方墳の名が全国最初に付けられた。県下最大(約 90m)の

古墳で、周濠部を含めると約 120mで 、原形が大体保存され、

円筒埴輪が検出された。推定古墳時代中期頃。

国指定

史 跡

大 庭 鶏 塚 1基 大正

13 12  9

大庭町茶

臼山 1595

荒川 ―吉

外

代表的方墳 (1辺約42m)と して全国に知 られ、二段築成で、南

と西に突出部がある。周濠があるといわれる中期古墳である。

17 国指定

史 跡

丹 花 庵 古 墳 1基 昭和

8  2 28

古曽志町 松 江 市 平地に築かれた方墳 (1辺42m)で 、山陰では珍 しい長持形石棺

を有 し、蓋に特殊な文様がある。もと二段築成であった。土師

器甲冑が出土 した中期古墳である。

国指定

史 跡

松   江   城 1所 昭和

9  5  1

殿  町

1

松 江 市 慶長12(1607)～ 16年 に堀尾吉晴によって築かれ、天守・石垣・

濠等旧形保存されている。山陰の代表的平山城である。

国指定

史 跡

安 部 谷 古 墳 5穴 昭和

9  5  1

大 草 町

■80外
吉岡 乙重

松 江 市

端正な四柱式平入り家形の玄室をもつ、類例まれな後期横穴群
である。

国指定

史 跡

小 泉 八 雲 旧 居 1所 町ヨ不日

15  8 30

町

‐５

堀

３

根岸 安藝 松江を世界に紹介 した小泉八雲 (ラ フカディオハーン)の 明治24

年の旧居。三方の庭を居間から眺められる旧士族屋敷で、当時

のまま保存され、八雲の偉業をたたえるにおゝさわしい。

国指定

史 跡

山 代 方 墳 1基 昭和

16  8  1

山 代 町

893-1
外 3筆

角  重雄

松 江 市

方墳 (一方約45m)で 、濠の幅約10m、 二段築成の墳丘、内部は

複式構造、切石造 りの石棺式石室をもつ。代表的後期古墳であ

る。

定

跡

国

史

金 崎 古 墳 群 5基 昭和

32  7 27

西川津町

金先3365

奥田 淳郎

松 江 市

前方後方墳(1号36m、 6号 25m)2基 と、方墳 3基が保存され

1号墳は割石積の竪穴式石室で、古式須恵器 。子持勾玉をはじ

め貴重な資料が出土 した中期古墳。

国指定

史 跡

岡 田 山 古 墳

＼

2基 昭和

40  4  9

大 車 町

884の 3外
松 江 市 前方後方墳 (1号約24m)と 円墳(2号43m)の 2基。 1号墳は横

穴式石室で、鏡・ 馬具 。太刀・ 土師器等出土 した。代表的な後
期古墳である。

国指定

史 跡

出 雲 国 府 跡 1所 昭和

46 12 13

町

町

町

草

代

矢

大

山

竹

三島誉太郎

外 128名

大草町宮の後、六所神社裏を中心とする 2町 (約 152m)四方の

国府跡と、これを囲む当時の条里制の水田地帯を含めた41万 af

の広大な地域で、全国的に貴重な史跡である。昭和43-45年 の

発掘調査で確認 し、整備された。

国指定

史 跡

石 屋 古 墳 1ヨ基 昭和

54  4  6

東津田町
字石屋

矢 田 町
字児守

松 江 市

他

大庭鶏塚に次いで規模の大きい古墳で、南と北に空濠を作り、

その内側に1辺 40m、 高さ平均 7 5 HIの 墳丘を築成するものであ

る。5世紀代から6世紀前半期にかけての中期古墳と推定される。

定

跡

ヒ
日国

史

出雲国山代郷正倉跡 lF垢 昭和

55 12  5

大 庭 町 島 根 県

他

出雲国風上記の中に記載されている山代郷に附属する工倉と方

位、里程が合致する。出雲国風上記の編纂された天平 5年 (733)

の出雲国を知る上では貴重な遺跡である。

史跡及

び名勝

菅 田 庵 1所 昭和

3  2  7

菅 田 町

106

有沢 式保 旧松江藩家老有沢家の山荘、お成り門から菅田庵を含む丘陵の

地域。四季の風情あり、眺望絶佳、閑静な景勝地である。
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【県指定文化財】

通番 丞  舛
。種別

称名 数量
定
日月

指
年 所 在 地

所 有 者
管 理 者 要概

1 県指定

建造物

興   雲   閣 1棟 昭和

44  2 18

殿  町

1-59
松 江 市 明治36年 建築、松江市内の稀少な明治擬風建造物。入母屋造瓦

葺三階建で、北欧風。明治40年 5月 皇太子(後の大正天皇)の行
啓当時の宿舎となった。三階のシャンデッヤにその豪幸さが偲

ばれる。昭TB48年松江郷土館として開館している。

2 県指定

建造物

明々庵本席 。水屋鎖
の間

1槙 町g不日

44  5 23

町

７８

堀

２

財 団法 人

松江博物館

この茶室は、松平家7代治郷(示昧)郷けの折、安永8年 (1779)

殿町有沢式善の邸内につくられた。後四転し、現地に移された。
三帖台目の本席・水屋・鎖の間を対象とし、不味好みの特色あ
る席である。

県指定

建造物

真 名 井 神 社 本 殿 1棟 昭和

49 12 27

山 代 町

86

真名井神社

広江 克己

本殿(485× 412m)は切妻造り、外部は神魂神社本殿を模し、
内部構造は神仏習合様式の装飾で、五面の板壁には壁画がある

寛文 2年 (1662)軸 立の大社造りの模式的建造物である。

県指定

建造物

高真院 (松平治郷 )

廟門

1棟 昭和

53  6 23

外中原町

179-1
松 平 家 一間一戸薬医門の形式になり、切妻造りの屋根の正面及び背面

に軒唐破風を付す。正面365m、 側面 182mを測る。江戸時代
初期の藩威を偲ばせるに足る貴重な建造物。

県指定

建造物

大円庵 (松平治郷 )

廟門

1棟 昭和

53  6 23

外中原町

179-1
松 平 家 向唐門の形式になり、唐破風造りの破風を正面及び背面に見せ

る妻入形式になる。桁行 363m、 梁間200mを測る。江戸時代
後期の遺構であり当時を偲ばせるに足る貴重な建造物である。

6 定

画

県

絵

紙 本 墨 画

大応国師図白隠筆

大燈国師図白隠筆

関山国師図白隠筆

3幅 昭和

38  7  2

町

８９

形

５

堂 天 倫 寺

横田 秀愚

白隠は天倫寺開祖東愚和尚と親交があり、立ち寄った際に描い
たもので、師81才の作といわれ、枯淡な美しい作品である。

7 県指定

絵 画

紙 本 墨 画

出山釈迦図白隠図

11幅 昭和

38  7  2

町

８９

形

５

堂 天 倫 寺

横田 秀愚

白隠は釈迦の入出山の図を数多く描いており最も得意の画材で
ある。いずれも筆法の巧拙超越した作品である。

8 県指定

絵 画

紙本著色勅使代参向

図

幅

面

昭和

47  7 28

大 車 町

499

六 所 神 社

吉岡 光弘

祭礼図 2幅、新嘗会図内裏図雅楽図各 1幅はともに本殿内壁に

貼布されていたもの。他の図はもと額面であったかと思われ、
構図は上記 5幅のそれをまとめたものである。いずれも土佐派
の筆致による江戸時代初期の秀作。

9 県指定

絵 画

絹本著色騎獅子文殊

像

付養法院寄進状 1通

昭和

51  4 30

外中原町

179-1
月 照 寺

安井 昭雄

本図は雲上の獅子に乗った文殊渡海図である。文殊菩薩の豊麗
な尊様は藤原時代の高い格調を伝えるもので、優婉高雅な筆触
は12世糸E末期の制作と考えられる。

県指定

絵 画

絹本者色尼子経久像 1幅 踊日不日

52  5  4

町

３２

新 洞 光 寺

諏訪 正積

中世の写実的な肖像画の伝統を嗣ぐもので、筆者は明らかでな
いがその清潔で豊かな描線、落ち着いた紋様彩色は、美術的に

貴重である。月山城を奪回し中国経略に着手した壮年経久の風
姿を如実に伝え、郷土史的価値の高い作品である。

11 定

画

県

絵

絹本著色両界曼茶羅 昭和

54  8 24

町

７３

幡

３

迎 接 寺

田村 宣順

大永4年 (1524)に寄進された由緒あるもので、室町期の本格的
な両界曼茶羅として資料的な価値が高いものである。

県指定

絵 画

美 人 読 詩 (額 装 ) 1[団 昭和

57  6 18

殿  町

1

県立博物館 署名によれば明治39年 (1906)の作で、明治時代後期の日本洋画
界で堅実な写実技巧を標傍した和訓の代表作である。

県指定

彫 刻

木造馬頭観世音菩薩

坐像

1踊 町目不日

34  9  1

東長江町

299

金 岡I 寺
才木 寛山

馬頭観音に立像が多いが、この像は坐像であり、藤原期の地方

作 としては貴重で、 しかも大作である。

県指定

彫 刻

木 造 神 像 群 23凱巨 昭和

36  6 13

町

４８

成

３

荘 成 相 寺

池本 智城

33体の内、破損の甚だしい10体 を除き23体 を指定。大体藤原・

鎌倉期の作といわれ、数量・製作年代の上から全国的にも貴重
である。

県指定

彫 刻

木 造 神 馬 3具 昭和

50  8 12

町

０３

幡

３

平浜八幡宮

青木  基

宝徳 2年 (1450)神有月吉日の墨銘あり。室町時代の作品である(

馬形に人物を配したものもある。著彩はかなり剥落しているが、
古雅素朴で健康な美しさがある。

県指定

工芸品

迎 接 寺 灌 頂 法 具

戒体箱 1合・居箱 1

合・如意 1提 。香炉
箱 1合・柄香炉 1柄
・鉄子 1双

1合 昭和

35  9 30

51  4 30

名義変更

町

７３

幡

３

迎 接 寺

田村 宣順

天文 3年 (1534)在銘の戒体箱から逐次指定。大永 4年 (15%)亀
井能登守惟宗秀綱、平浜八幡宮別当宝光寺寄進の目録がある。
室町時代の後期の中央作が保存され貴重である。

県指定

工芸品

鐘銅 1個 噺目不]

36  6 13

外中原町 宝 照 寺 嘉元 2年の鋳造、県下に残存する鐘の中では製作年代が古 く
よく時代相を表現している。鎌倉時代1304年の作。
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通番
低  舛

・ 種別
名 称 姫

悟     疋

年 月 日
所 在 地

跡  伺  石

管 理 者
概 要

県指定

工芸品

刀 表銘 元治元子

年八月吉日雲州住長

信作

裏銘 君萬歳

1□ 昭和

44  2 18

内中原町

15-113
勝部 昌美 刃長 66 5clll、 反り1 7cm、 長信全盛期の作で、精魂をこめた跡

がうかがえる。

県指定

工芸品

刀  表銘 守貞作

裏銘 主三沢二良左

衛門為景

天正三年二月十二日

1日 昭和

47  3 31

内中原町

15-113

勝部 昌美 刃長70 0 clllで 、地鉄・刃文がしっかりしている。銘文の守貞は

仁多郡三沢住の初代安部忠貞の子初代守貞である。三沢二良左

衛門為景は、14代 為虎の若名ともいわれている。

定

品

指

芸

県

工

銅 鐘 1回 昭和

47  7 28

町

７３

幡

３

迎 接 寺

田村 宣順

天正 3年に鋳造され、平浜八幡宮に寄進されたもので、奥の院

であった迎接寺に奉納されたもの。高さ 101 5 clll、 撞座八弁連

花口径67 clll、 下帯線模様、音色がことのほか美しい。

県指定

工芸品

色々威腹巻付袖鎧 1

双

1領 昭和

51  4 30

町

５７

庭

３

大 神 魂 神 社

秋上 洋二

比較的軽量で、指揮官用の実戦的なこしらえで、室町時代中期

(15世紀後半)の作品。尼子経久着初の鎧との伝えがある。

県指定

工芸品

小   太   刀

額名 長光附銀荘葵

紋 散毛抜太刀杵

1回 昭和

55  6 27

殿   町

1

松 江 市 総長 64 0 clll、 刃長49 9 clll、 反り 1 l clll。 長光は鎌倉時代中期に

備前国長船に住した名工である。毛抜太刀杵は江戸時代末期の

製作である。

県指定

書 跡

紙本 墨書大智度論 2巻 昭和

41  5 31

西川津町 島 根 大 学 論は経の注釈、大智度は大般若波羅蜜多の意。これはもと近江

国石山寺にあったものの一部である。巻末に天平 6年の紀年が

ある。

県指定

書 跡

紙本 墨書大智度論 1巻 昭和

42  5 30

殿  町

1

県立博物館 島根大学のものと同様で、巻末に天平 6年の紀年がある。

定

書

指

文

県

古

紙本墨書秋上家文書 巻

冊

昭和

47  3 31

町

６３

庭

５

大 神 魂 神 社

秋上 洋二
神魂神社と社職関係のもので、応永31年 (1424)大車坪付はじめ

室町時代 107点 、安士時代質点、江戸時代 118点の文書。

県指定

古文書

紙本墨書八童垣文書 鍾

倦

珊

昭和

47  3 31

佐 草 町

155

八童垣神社

佐草 宗夫

毛利元就判物をはじめ、松平家各代の寄進状まで、戦国から江

戸時代にかけての重要文書が網羅されている。

定

書

指

文

県

古

紙本墨書迎接寺文書 64吏ヨ 昭和

48  9 25

八 幡 町

373

寺

順を旦

接

村

迎

田

鎌倉時代の元徳 2年(1330)か ら、明治 4年(1867)に わたる間の

文書で、特に尼子氏関係のものが多く、地方史上の貴重な資料

である。

28 定

古

県

考

細 形 銅 剣 1回 昭和

39  5 26

八 幡 町

303

平浜八幡宮

青木  基

史跡出雲国分寺跡付近から出土したもので、長さ約30clll、 銅剣

文化の東限を示す貴重な資料である。

定

古

料

県

考

資

銅

印 文 「 春 」

1顆 踊目不日

43  6  7

町

２９

賀

８

雑 松尾 二朗 大革町六所神社裏、水田、国庁想定地から発掘されたもので、

古代宮人の私印と思われ、国庁跡決定上貴重な資料である。

県指定

史 跡

古 天 神 古 墳 1基 昭和

35  9 30

大 草 町

字古天神

島 根 県 前方後方墳で、小形ではあるが立派な石棺式石室をもち、出土

遺物は太刀 。馬具・土器等があり、現在東京国立博物館に置か

れている。

県指定

史 跡

薄 井 原 古 墳 1基 昭

３７

町

２７

本

２

坂 小草 通男 長さ50mの前方後方墳で、東西両側から羨道をもつ片袖形横穴

式石室の双室墳であり、後期前方後方墳の著例である。

県指定

史 跡

東 百 塚 山 古 墳 群

152基 )

1所 昭和

45 10 27

大 草 町 三島 美明

他

一大群集墳で、県下の最も代表的な古墳群、内部構造や副葬品

などは調査段階だが、木棺直葬の構造が多いとみられ、単に丘

陵上だけでなく、谷間におよぶ特異な立地も注目されている。

県指定

史 跡

西 百 塚 山古 墳 群

(32基 )

1所 昭和

45 10 27

町

塚

草

百

大

西

三島 美明

他

標高73mの丘陵を中心とする尾根筋 と谷間に分布 し、大きく四

つの支群に分かれる。第 1支群は東百塚に近 い一帯の円墳 5基

第 2は北へ 8基、第 3は西北へ 9基、第 4は第 3の西10基。

県指定

史 跡

大 草 岩 船 古 墳 1基 昭和

45 10 27

大 革 町

岩  船

1176

三島 美明

他

尾根筋の西寄りに露頭する岩壁を加工し、船形石棺様に造成し

ている。岩壁を壱」り込んで棺身をつくり、蓋石を破損している

が、今は蓋石は失われている。中期か後期初の古墳。

県指定

史 跡

岩 屋 後 古 墳 1ヨ雲 踊日不日

45 10 27

町

後

軍

屋

大

岩

島 根 県 史跡岡田山古墳の東方、凝灰岩の切石を用いた後期後半の石棺

式石室で、四壁を切石で構成し、天丼石は尾根形、明治39年 に

発見され、昭和52年発掘調査を行った。人物埴輪は東京国立博

物館蔵。
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通番
低  分

・種別
名 称 数量

!ご    疋
年 月 日 所 在 地

防  伺  石

管 理 者 概 要

定

跡

県

史

御 崎 山 古 墳 1基 昭和

45 10 27

町

崎

草大

御

日御碕神社

他

岡田山 1号墳とほぼ同じ後期のものと推定。前方後方墳長さ41

m、 後方部幅約23m、 高さは後方部3m、 前方部2m、 特異な
形態をしている。小形小石積の石室を有する。

県指定

史 跡

荒神谷・後谷古墳群 1基 昭和

45 10 27

町

谷

車

神

佐

荒
渡部 達郎

他

八重垣神社の東方、標高約60m。 丘陵地があり、約 3ヘクター
ルの範囲にわたり、古墳と横穴とが谷を囲んでU字形に連なっ
ている。約15基。多くは方墳と円墳。横穴との関連大切。

県指定

史 跡

出雲国分寺瓦窯跡 1「折 昭和

48  3 30

町

３３

矢

１５

竹 菅井

菅井

夫

子

作

花

出雲国分寺 ,同尼寺跡の中間の山際にある。瓦窯遺構は惰円形
で幅2m、 高さ約30m、 奥行 4～ 5m、 遺物は軒丸瓦 。軒平瓦
・平瓦 。丸瓦と須恵器破片、奈良期の出雲国分寺軒丸瓦と同種
のものが出上している。

定

跡

県

史

十 王 免 横 穴 群 1刃F 昭和

50  2 12

竹 田 町

250-67
松 江 市 山代二子塚の東方 l kmの 丘陵中腹にある横穴群27穴、内部に石

積遺構や、家形石棺や、弓矢を射る人物壁画等、貴重な遺構を
有する古墳時代後期の群集墓である。

錠
跡

県

史

松江藩主松平家廟所

(月 照 寺 )

1所 昭和

53  6 23

外中原町

179‐ -1
松 平 家 山内の諸建造物は、それぞれ松江藩繁盛の佛を今にとどめ、そ

の多彩な配置は稀有であり、近世大名の葬制や墓制を知るうえ
に貴重である。

定

跡

県

史

乃 木 二 子 塚 古 墳 1基 昭和

57  6 18

上乃木町

3250-1
景山 幸二 全長36mの前方後方墳で出土した須恵器器台から西暦 6世紀前

半ころと推定される。平地に立地し、周濠を有するなど出雲地
方における代表的な古墳の一つである。

定

画

県

絵

版画東海道五十三次 55枚 和昭

５９

殿  町

1

島 根 県 安藤広重筆。天保 4-5年 に刊行。人馬を添景として駅路の寂
しさ、つれなさ、面白さ、あわれさを描き出した日本風景版画
の最高峰ともいわれる作品である。

定

画

県

絵

版 画 凱 風 快 晴 図 1枚 昭和

59  5  4

殿  町

1

島 根 県 葛飾北斎筆。「富獄三十六景」(46枚 )の第一傑作。「赤富士」
ともいわれ、構図の単純さと簡単な色彩が雄大な富士を描くの
に効果を発揮している。

44 定

画

県

絵

版画神奈川沖浪裏図 1枚 昭和

59  5  4

殿  町

1

島 根 県 葛飾北斎筆。「富嶽二十六景」の名作。波間に漂う三隻の小舟
と巨大な波の向こうには泰然とした富士の雄姿。静と動の組み
合わせ、画面の視点を低く設定し波の大きさを誇張するのは、
西洋画風の影響によるものである。

県指定

絵 画

版 画 山 下 白 雨 図 1枚 断
ｍ

殿  町

1

島 根 県 葛飾北斎筆。「凱風快晴図」を意識 し、一対のものとして制作
したといわれるもので、黒い富士を描き、山麓に稲妻を光 らせ

雨を降らすという、富士山に対する印象を強烈なものとしてい

る。

【市指定文化財】

通番
丞  分

・種別
名 称 数量

定
日月

指
年 所 在 地

所 有 者
管 理 者 概 要

1 定

物

指

造

市

建

塩見畷旧武家屋敷遺

構

棟

他

昭和

28  3 31

北 堀 町

305、 310

松 江 市

他

武家屋敷の旧態をよく保存 している。滝川・木山 。田部・岸・
吉岡・布施家の長屋門、板塀。この中、滝川家のものはその母
屋と共に昭和45年松江市が買収した。中老塩見小兵衛の邸があ
ったため、塩見畷の名がある。

2 市指定

建造物

お成 りの間附茶室 1棟 昭和

42 11  1

町

０５

木

２

枕 華 蔵 寺

松田 秀保

歴代藩主参向の節、休息所並びに宿泊所となった。様式は、片
平屋入母屋造建築。年代は江戸中期。小林如泥の彫刻がある。

3 市指定

建造物

鐘楼門 。お成 り門・

地蔵堂

3棟 昭和

42 11  1

枕 木 町

205

幸 蔵 寺

松田 秀保

鐘楼門は明暦元年直政の建立になり、文化 4年に修理している
が、当山現存建物中最古のもの。お成り門は建築年代不明であ
るが、鐘楼門と同一頃の作と思われる。地蔵堂は単層六角形の
小堂で、その建築様式は宝形造築で全体に手のこんだ精巧な作

4 市指定

建造物

武 家 屋 敷 1棟 昭和

45  6 10

町

０５

堀

３

松 江 市 松平氏の中老席塩見氏が200年 にわたり居住し、幕末明治以後
氏家、滝川氏等が居住した。武家屋敷の特徴をよく残している
昭和43年松江市が買収した。
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通番
区 分
・ 斎三日‖

名 称 数量
指  定
年 月 日

所 在 地
所 有 者
管 理 者

概 要

市指定

建造物

観月庵及び待合付露

地

2棟 昭和

47 6 29
北 田 町

27

普 門 院

谷村 常昭

松平不昧も臨席され、二帖隅炉の調和のとれた茶室である。待

合は茅葺四柱屋根の立派なもので、内部は西と南側に腰掛を設

ける。露地は、観月庵と待合を結ぶ多くの飛石と美しい苔から

構成され、ほの暗い静寂な感を与える。

定

物

指

造

市

建

田 原 神 社 随 神 門 1棟 昭和

57  8 18

奥 谷 町

122

田 原 神 社

藤脇 久稔

入母屋造り、総欅造りの優美な建造物で、桁行 712m、 果間

168mや測る。市内に所在する随神門の中では最も保存程度が

良好で、江戸時代の建物として価値の高いものである。

7 市指定

絵 画

紙 本 墨 画 襖 絵 2点 昭

４２

上大野町

土  居

寺

亮英

光

子

話四　日口

円山応挙の弟子、長沢芦雪の筆になる。大胆にして雄渾な筆致

である。

市指定

絵 画

絹本著色阿弥陀如来

並聖衆来迎図

1幅 昭和

52 10 20

和多見町

29

西 光 寺

藤原 行正

阿弥陀三尊と六地蔵菩薩の習合した特異な構図で、金泥を使用

した華麗な仏画。絵画史上の価値も高い室町末期の作と伝えら

れる。

9 市指定

絵 画

絹本著色阿弥陀如来

立像図

昭和

52 10 20

和多見町

29

西 光 寺

藤原 行正
踏分蓮座にのる慈悲円満な阿弥陀如来の容姿で、江戸初期の典

型的な金泥図像。描法秀技。同じ図柄の原図と考えられる。

市指定

彫 刻

木造ルシャナ仏坐像 1躯 昭和

38  5 28

邑 生 町 清 安 寺

森  重二
初代荒川亀斎の作。松江家庭学院の孤児の幸せを祈願して作っ

た。

市指定

彫 刻

木造釈迦如来涅槃像 1躯 昭

４‐

馬 潟 町 阿 弥 陀 堂

田村 朝夫

像高 117 3 clllの かなり大きなもので施無畏の印をとり、台座上

に右向きに横臥している。衣丈肉身金泥に僅か後補がみられる

が、よく鎌倉時代の特徴を表す名作である。

市指定

彫 刻

木造阿弥陀如来坐像 1躯 昭

４‐

馬 潟 町 阿 弥 陀 堂

田村 朝夫

像高 71 8clll、 台座高 42 5cШ 、この像は上記の像と同じ仏師の作℃

良質の桧木の寄材造りで、量感豊かな鎌倉時代の代表作の一つ

である。

市指定

彫 刻

木造大日如来坐像 1躯 昭和

41  4 15

町

３６

草

６

大 大 日 堂

石川  物

像高86 3 clll、 台座高 44 0 cll、 桧材の一本造り。胎像界大日如来

像であって、地方仏師の手になるものと思われるが力勢非凡で

ある。

市指定

彫 刻

木造薬師如来脇待像 2妬 昭和

42 11  1

町

０５

木

２

枕 華 蔵 寺

松田 秀保

日光菩薩・月光菩薩の二像。この像は桧材寄木作り、素朴であ

るが唇(朱 )、 髪 。日(黒 )、 白亀(白 )、 台座連幸座(緑)は彩色し

てある。様式は宋風で室町時代の作。

市指定

彫 刻

木 彫 欄 間 1点 昭和

42 11  1

枕 木 町

205

幸 蔵 寺

松田 秀保

小林如泥の作。流水(う ず潮)菊花をあしらい、その彫刻の美は

天才如泥の面目躍如たるものがある。

市指定

彫 刻

木  彫  狛  犬 1対 昭和

52 10 20

佐 草 町

155

八重垣神社

佐草 宗夫

簡素な装飾を施した彫刻で、頭上に一角という古様を伝え、狛

犬の変遷を知る文化史的資料である。室町末期までの地方作で

ある。

市指定

工芸品

松 江 城 天 守 雛 形 1,魚 聯

２８

殿  町

1

松 江 市 寛永年間、松江城修理のため竹内右兵衛の作ったもの。

市指定

工芸品

刀  付寄進状2通 2回 昭和

38  5 28

町

６３

庭

５

大 神 魂 神 社

秋上 洋二

尼子晴久寄進僧定秀鵜首作りと吉川元晴寄進行平菖蒲造り。峰

ずれも立派な美術品である。

市指定

工芸品

松平直政公初陣胴丸

付真田軍扇一柄

1領 聯
Ｑ

殿  町

1

社

市
潜
江

松

松

紫糸威木地金箔押立具前黒立鳥毛後立、五三桐、葵紋直政公は

慶長19年 12月 大阪冬の陣に初陣し、これを着用し真田幸村のま

もる真田丸を攻めて勇名をはせた。軍扇は幸村自らその勇をた

たえて投与したもの。

定

品

指

芸

市

工

蒔絵手箱勝軍木庵作 ハ
ロ 昭和

40  9 21

殿  町

1

松 江 神 社

松 江 市

外側は金銀の飯を用い、内側は刑部梨地に三葉葵の紋章を高く

浮かせ紐金具は銀製葵紋。まことに豪幸絢痢。勝軍木庵の最も

勝れた作品。

市指定

工芸品

歌合カルタ影楽院筆 1箱 昭和

40  9 21

殿  町

1

社

市
漸
江

松

松

絹張り金銀砂子ちらし書、裏は金砂子、箱は黒塗 り、筆勢極め

て流麗、裏書は夫君不味公のもので、これまた雅味あふれてい

る。

定

品

指

芸

市

工

太 刀

銘 備前国包平

1回 断
独

殿  町

1

松 江 市 銅づくり刀身の長さ71 cln刀 紋のたれ。直政が将軍家綱の正使と

して参内したとき、霊元天皇より拝領したものと伝えられる。
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通番
区 分
・種別 名 称 数 量

袴    疋

年 月 日 所 在 地
防  伺  有

管 理 者 概 要

市指定

工芸品

刀 表銘八幡宮奉寄

進堀尾丹家□□

裏銘寛永十癸西

八月十五日雲州

住銀祐作

1口 昭和

52 10 20

町

０３

幡

３

平浜八幡宮
青木  基

桃山時代の姿をもつ刀。松江藩主堀尾家にかかわる銘文をもつ

由緒ある刀として貴重である。

市指定

工芸品

横 笛 銘 元興寺

附推朱彫筒 1筒・添

筒 1筒

1管 昭和

52 10 20

和多見町

29

西 光 寺

藤原 行正

横笛は外側樺巻黒漆塗、内部は朱塗り、江戸時代の逸品。推朱
彫筒は江戸時代中期までの優品。添筒は明治時代松江の名工荒
川亀斎の作である。

市指定

書 跡

墨書顕如上人御真影

図裏書

1幅 昭和

52  8 10

和多見町

29

西 光 寺

藤原 行正

顕如上人図像の裏面に貼付された墨書。慶長 成申年松江村の

記名があり、紙質・筆跡とも適合し、諸材料中最も価値が高い

定

書

指

文

市

古

竹 内右兵衛書 つけ 1冊 昭和

28831
殿  町

1

松 江 市 天守雛形と同時に書かれたもので、松江城修理に関し、技術的
資料の唯―のものである。

定

書

指

文

市

古

堀 尾 山城 守 給 帳 l冊 昭和

57  9 18

栄  町

792

円 成 寺

若槻 大峰

堀尾山城守こと三代国忠晴の治世下における松江藩初期の給帳
で当時の政治 。経済を知る上で貴重な資料である。寛永年間の

写本である。

28 定

書

指

文

市

古

松 江 藩 給 帳 1311 昭和

57  8 18

雑 賀 町

1587

野津  誠 松江藩の堀尾・京極松平各代の給帳であるが松平四代及び七代
～九代の給帳を欠く。書写の年代は文化10年 (1813)～明治初年
に及んでいるが原本が失われている今日にあっては高い価値を
有する。

定

書

指

文

市

古

内 神 社 文 書 1括 平成

2  5 29

大 垣 町

746

内 神 社

家原 成宜

中世から近世・ 近代に至る内神社及び宮司職に係る古文書1787

点。当時の政治、宗教を知る上で貴重な資料である。

市指定

考 古

上代 玉作関係遺物 1括 昭

３９

東忌部町 社

彦

神

統

部

田

忌

和

忌部地区には、古代の勾玉関係の遺物が多く残 っており、ここ
から発見された砥石、勾玉製品78点を指定。

市指定

有 形

民 俗

文化財

火   鑽   白 1点 昭

３９

町

６３

庭

５

大 神 魂 神 社

秋上 洋二

神魂神社本殿内に保管されていたもので、古くから新嘗祭に用
いたものと思われる。貴重な民俗資料である。

市指定

有 形

民 俗

文化財

大 垣 の影 人形道具

(錦影絵)135点

1式 和昭

４９

大 垣 町

1176

土島 広― うつし絵ともいい、幻燈の一種。亨保年間(1720年 間)江戸蔵前
池田都慶の発明で土島徳兵衛が天保時代松江に伝え、代々継承I
庶民娯楽として昭和初期まで行われ画面の動きと色彩で人気を
博した。道具一式保存されているのは、全国的に貴重な資料で
ある。

市指定

有 形

民 俗

文化財

運 輸 関 係 資 料 11舌 昭和

49  8 10

母 衣 町 原  国樹 白潟三度飛脚間屋原文助家の所蔵。江戸時代の定飛脚から日通
に発展するまでの経済 。通信の発達を知る原家5代に及ぶ資料
である。

市指定

有 形

民 俗

文化財

松江藩御船屋・御水

主 。大相撲関係資料

(79点 )

11舌 昭和

62  3 27

東 本 町

5-60
中 山 英 男 江戸期、松江藩の水運行政及び当時の相撲との関わりを知る上

で欠くことのできない歴史資料である。古文書、古書が38点、
絵図がI庶、相撲関係の文献及び番付表が35点 、計寅点を教え
る。

市指定

有 形

民 俗

文化財

秋鹿大日堂御頭行事 昭和

38  5 28

秋 鹿 町 大日堂御頭

行事保存会

すたれていく御頭行事の中で、古式をよく残し、行事規模も島
根県下最大であり、貴重な無形文化財である。昭和53年復活。

市指定

史 跡

月照寺松平家墓所 1所 昭

２８

町
神
谷

原中外
井
本

月 照 寺

安井 昭雄

松江藩主の菩提所で松平直政を始め、 9代に及ぶ墓碑があり、
各時代の特色をもつ廟門が保存されている。

定

勝

市

名

枕 木 山 1所 聯
軽

枕 木 町

205外
幸 蔵 寺

松田 秀保

寺領山林及び境内地を指定。島根半島をほぼ中央に位し、山頂
からの眺望は絶景である。山腹には千数百年の伝統をもつ華蔵
寺がある宍道湖北山県立自然公園に指定されている。

定

然

物

指

　

念

市

天

記

舟 つ き の 松 1株 昭和

39  1 18

町

５０

田

‐

南 野 津 茂 人 松平示味の室彰楽院が、伊達から入輿 した察持参したもので、
歴代落主が楽山へ鷹狩りの際、舟をつないだのでこの名が生ま
れた。一名カサ松とも呼ばれる。

2θ5



通番
区  分

・ 種 R‖
名 称 数量

指  定
年 月 日 所 在 地

所  伺  百

管 理 者
概 要

定

然

物

指

　

念

市

天

記

タ  チ  バ  ナ 1オ朱 昭和

47  6 28

東長江町

224

柳浦 義夫 タチバナは、ミカン科に属する常緑の亜高木で、静岡県・和歌
山県・四国 。九州の海岸に近い山地にまれに自生する日本特有
の植物である。柳浦氏宅のものは、その樹高 57m、 樹周は基

部で 60m、 枝葉の繁り直径 45mの広がりをもっている。

市指定

天 然

記念物

ヤ マ モ モ 2株 昭和

54  3  8

坂 本 町

144

石川 達郎 ヤマモモは、ヤマモモ科に属する温暖性常緑樹で、本州西南部
の潮風の多い地域に分布し、この二株はその北限地における大

木で学術的価値は極めて高い。石川氏宅のものは甲樹樹高 900
m、 樹周は基部で225m、 日通りで203m、 乙樹樹高850m、

基部樹周263m、 日通り180mを測る。

【認定重要美術品】

通番
区 分
・ 種別

名 称 数量
滑     だ
年 月 日 所 在 地 所 有 者

管 理 者 概 要

1 要

品

跡

術

重

美

書

着 到 懐 紙 二 十 鷹 1幅 昭和

12 12 24

東 茶 町

19

桑原  茂 後柏原天皇(1500年代 )の痕翰 もある。

2 要

品

跡

術

重

美

書

紺紙金字陀羅尼門諸

部要目

昭和

18 10  1

殿  町

1

島 根 県 神護寺の経である。

【地域を定めず】

通番
区 分
・種別

名 称 数 量
定
日月

指
年 所 在 地

者
者

有
理

所
管 概 要

1 国指定

特 月」

天 然

記念物

オオサ ンシ ョウウオ 昭和

27  3 29

地域を定めず指定 したもの。

定

然

物

指

　

念

国

天

記

黒   柏   鶏 昭

２６

島根県下全域に指定 したもの。

3 国指定

天 然

記a物

い づ もナ ンキ ン 昭和

57  6 18

島根県下全域に指定 したもの。
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